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 1 日目 出発式　広島平和記念公園見学・折鶴奉納・平和記念資料館見学
 2 日目 平和記念式典参列、大和ミュージアム見学（呉市）、灯ろう流し
 3 日目 到着式　※ 台風接近に伴い一部日程変更

【派遣団員の感想（代表）】
　今回の広島派遣をとおして、普段の生活をありがたく感じました。今とは全く違う戦争中の生活を資料で
見て驚きました。原爆投下直後、水を求めて黒い毒の雨ですら飲んでいる絵を見て「かわいそう」よりも「怖
い」という気持ちの方が強くなりました。
　私たちが生きている今は平和に見えます。しかし、平和と呼べる場所はたった一部でしかありません。悲
しみしか生み出さない「戦争」をしている国があります。世界中で戦争がなくなり初めて平和と言えます。
今を生きる人々にとって、戦争を知り後世へ伝えていくことは、生きる上での使命だと思います。

【現地研修　主な行程】

　今から 72 年前に起こった悲劇をもう決して繰り返させない、それが私たちの使命です。この 3 日間で、
平和式典への参加など多くのことを体験し、今、自分たちが当たり前のように生活できていることを改めて
ありがたく思いました。「戦争は決していけない。」と強く感じ、戦争のむごさを鮮明に学んできた派遣団員
だからこそ、できることがあると思います。
　今回学んだ多くのことを身近な人をはじめ、たくさんの方々に伝え、一日でも早くこの世界から戦争、核
がなくなる日が来るよう、その手助けをしなければいけないと強く心に刻みました。

　今回の広島派遣事業で、いつもは何事もなく、安心して生活を送れていることは決して普通のことではな
いということを改めて実感しました。平和記念式典では、当時の様子や被爆された方の思いについてより深
く知ることができました。灯ろう流しでは、一人一人が平和への願いを込めて元安川に流しました。夜の水
面にたくさんの灯ろうが輝き、とてもきれいで感動しました。
　これらの体験をとおして原爆や戦争の恐ろしさや悲惨さを知ることができました。このことを学校や地域
の皆さんに伝えていきたいです。そして、核兵器使用を二度と繰り返してはいけないと強く思います。

　広島での 3 日間で、平和や戦争について、いろいろ知ることができました。特に印象に残ったのは、平和
記念資料館の目を閉じたくなるような資料の数々です。黒焦げの弁当箱、三輪車、8 時 15 分で止まった時計、
ボロボロの夏服等、それらの展示物はまるで原爆が投下された時のまま時間が止まっているようでした。と
同時に、一つ一つから原爆の恐ろしさを感じました。
　この研修で学んだことを生かし、平和な世界にするために小さなことから始めたいです。そして、学校の
みんなや身の回りの人に伝え、命の尊さを知ってもらいたいです。

　この 3 日間で平和の大切さを改めて感じ学ぶことができました。平和記念資料館では、原爆投下時の衣服や、
投下直後の写真など、とても生々しい資料があり、胸が締めつけられました。灯ろう流しでは、心から平和
を願いながら流しました。とても幻想的でした。外国人の方たちを多く見かけました。8 月 6 日の出来事が
世界に伝わっている事が分かり、うれしく思いました。
　学んだことを無駄にせず、多くの方々に語り継ぎ、戦争を風化させないようにしていきたいです。

平成 29年度広島平和記念式典中学生派遣団報告記　8月 5日㈯～ 7日㈪
　市では平和活動のリーダーを育成することを目的に、平成 8年度から、中学生の代表生徒を広島
平和記念式典に派遣しています。昨年に引き続き、野木町・結城市との合同派遣団を結成しました。

問行政経営課
	 ☎22–9313
　教育総務課
	 ☎22–9646

【平成 29 年度　広島平和記念式典中学生派遣団員】
　小　山　中 　片栁　結衣・北原　辰德・八木　雄翔
　小 山 二 中 　大橋　マミ・吉田　昌聖
　小 山 三 中 　加賀　愛葵・児玉　隼太郎・本田　咲楽
　小山城南中 　岩﨑　綾人・高嶺　　葵・村木　洸輔
　大　谷　中 　小関　天仁・関　菜々美・関亦　柚月
　間 々 田 中 　青木　七海・雲井　太暉・中村　莉緒
　乙　女　中 　石﨑　陽大・滝田　紗羽
　豊　田　中 　五月女　怜司・髙野　朱里
　美　田　中 　今泉　翔太・関　　優花
　桑　　　中 　菊地　優奈・田中　里奈・土田　陽太
　絹義務教育 　柴山　泰暉・宮﨑　寧音

World		Smile	
～創造しよう平和な世界を	私達の手で～



熱く燃えた「おやまっ子」の
（全国大会8位以上）

　今年の夏も「おやまっ子」たちは、暑さに負けずがん
ばりました。その活躍を紹介します。
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2017夏
第48回日本少年野球選手権大会中学生の部
第11回全日本中学野球選手権大会ジャイアンツカップ

準優勝〔小山ボーイズ〕
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ウェイトリフティング選手権大会

第31回全国男子中学生
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日清食品カップ
第33回全国小学生陸上競技交流大会
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4×100mリレー

　　〔TOJ〕

小山二小6年

関
せきぐち

口真
まなや

弥 選手

小山城東小6年

白
しらいし

石 凌
りょうま

真 選手

型　小学1・２年生女子
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　　〔練兵館〕
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⑶ 再任用制度および任期付職員制度の実施状況【平成29年4月1日現在】
　本格的な高齢社会に対応するため、職員の長年培った知識・経験
を活用するとともに、定年退職から年金支給開始までの間の生活を
支える仕組みとして、再任用制度を導入し、働く意欲と能力のある
定年退職者等を再雇用しています。また、厳しい財政状況下におい
て高度化、多様化する住民ニーズに的確に対応した行政サービスを
実現するため、平成 18年から任期付職員制度を導入し、専門知識
や技量を有する者等を一時的、限定的業務に任期を区切り採用して
います。さらに、平成 24年 4月 1日から、本市独自の学級編成基
準に基づき、複式学級を解消するため、市費負担の任期付教職員を
採用し、より充実した教育環境の醸成を図っています。

職種 区分 常時勤務職員 短時間勤務職員 合　計

再任用
職員

一般行政職 1人 44人 45人
技能労務職 0人 13人 13人
消防職 0人 2人 2人
合　計 1人 59人 60人

任期付
職員

一般行政職 1人 10人 11人
教育職 5人 0人 5人
合　計 6人 10人 16人

育児休業代替
任期付職員

一般行政職 9人 0人 9人
合　計 9人 0人 9人

⑸ 部門別職員数の状況【平成 29 年 4 月 1 日現在】

部門 区分 職員数

一
般
行
政
部
門

議　会 10人
総　務 238人
税　務 57人
民　生 166人
衛　生 59人
農林水産 45人
商　工 24人
土　木 140人
小　計 739人

部門 区分 職員数

部
門�

特
別
行
政

教　育 103人
消　防 203人
小　計 306人

普通会計 1,045 人

会
計
部
門�

公
営
企
業
等

病　院 0人
水　道 20人
下水道 23人
その他 54人
小　計 97人

合　計 1,142 人
※職員数は一般職に属する職員数で ､地方公務員の身分を保有する休職者 ､
　派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています

⑶ 職員の平均給料・給与月額、平均年齢の状況【平成28年4月1日現在】

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
　住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです
※「平均給与月額�国ベース」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務
　手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家
　公務員と同じベースで再計算したものです
※「年収ベース」は、平均給与月額を12倍したものに、前年度に支給された
　期末・勤勉手当の額を加えた試算値です

区　分 平均給料
月額

平均給与月額 年収ベース
（試算値）

平均
年齢〃国ベース

小山市
一般行政職 314,200 円

395,370 円
6,268 千円 40.9 歳

347,475 円

技能労務職 333,800 円
370,473 円

5,963 千円 54.0 歳
352,848 円

国
一般行政職 331,816 円

－
非公表 43.6 歳

410,984 円

技能労務職 287,447 円
－

非公表 50.4 歳
329,358 円

⑹ 職員数の推移【各年 4 月 1 日現在】
　市では、平成 12年度から 5カ年ごとに「定員適正化計画」を作
成し、事務事業の見直しや指定管理者制度・民設民営化の導入、業
務の IT 化などを行い、定員の適正管理に取組んできました。その
結果、平成 12年から平成 27年までの 15年間で合計 717 人の職
員が削減され、本市行政のスリム化に一定の成果を得たところです。
平成 27 年度からは、職員数の維持や能力向上に重点を切り替え、
定員の適正管理を進めています。

　人事行政の公正性・透明性を高めるため、「小山市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づ
き、市民の皆さまに本市職員の任用、給与、勤務条件
などの状況を公表します。

⑷ 職員の初任給等の状況【平成 29 年 4 月 1 日現在】
区　分 小山市 国

一般行政職
大学卒 178,200�円 178,200�円
高校卒 146,100�円 146,100�円

技能労務職 高校卒 131,700�円 －

⑴ 採用試験の実施状況【平成28年4月2日～平成29年4月1日採用者】
試験区分 受験者 合格者 競争率

事務職員
一般事務 173人 40人 4.3 倍
自己アピール採用（一般事務） 3人 3人 1.0 倍
身体障がい者対象（一般事務） 2人 1人 2.0 倍

技術職員

土木技師 9人 7人 1.3 倍
建築技師 7人 3人 2.3 倍
機械技師 1人 0人 －
電気技師 8人 2人 4.0 倍
化学技師 2人 1人 2.0 倍
保健師 8人 2人 4.0 倍
保育士 21人 5人 4.2 倍
管理栄養士 7人 1人 7.0 倍
紬織士 1人 0人 －

消防職員 43人 9人 4.8 倍
合　計 285人 74人 3.9 倍

1 職員の任免および職員数に関する状況

⑵ 昇任の状況【平成 28 年 4 月 2 日～平成 29 年 4 月 1 日】
　昇任試験および小山市職員試験委員会における選考により昇任を
行っています。

職　名 昇任者数 職　名 昇任者数
参　事 7（ 1）人 主　任 20（ 9）人
副参事 10（ 2）人 主　査 14（ 6）人
主　幹 18（ 4）人 業務主任 0（ 0）人
副主幹 34（11）人

※括弧内は女性職員数。消防職は含みません

⑷ 職員の離職の状況【平成 28 年度実績】
職　種 一般行政職 技能労務職 消防職 小　計 警察職 教育職 合　計

退職者数 59 人 4人 6人 69人 0人 10人 79人
※派遣元への帰任等を含みます

⑴ 人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算見込）

歳出額　577億 2,544 万円

人件費 88億 2,561 万円
（人件費比率 15.3％）

※平成 29年 9月 1日現在見込

2 職員の給与、勤務時間その他の勤務条件の状況

※H25～27の病院・消防を除いた職員数には、新小山市民病院への派遣職員
　を含みます。H27をもって新小山市民病院への職員派遣は終了しました
※H27以降、法律改正に伴い職員数から教育長を除く取扱いとなっています
※H27以降の職員数には、育児休業代替任期付職員を含みます(H27：2人、
　H28：7人、H29：9人）

900

1100

1300

1500

1700

1900

病院（H24まで）・消防を除いた職員数

総職員数（H25以降、病院除く）

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11

⑵ 職員給与費の状況（平成 28 年度普通会計決算見込）

※平成 28年 4月 1日現在の職員数は 1,115 人です。教育長は除き、任期付
　および再任用の短時間勤務職員 73人を含んでいます

小山市人事行政の運営等の状況のお知らせ
問職員活性課☎22-9362

1849
1847

1784
1759

1713
1672

1642
1617

1600
1570

1550
1519

1493
1473

1167
1141

11301135
1142

1340
1339

1285
1255

1216
1176

1147
1120

1094

1067
1037

1006
980

961 970 950 933 934 939

※平成 29年 9月 1日現在見込

給料
36億 7,965 万円
61.4％

職員手当 (退職手当除く )
8億 7,730 万円　14.6％

期末勤勉手当
14億 3,858 万円
24.0％

給与費総額　59億 9,553 万円



5　広報小山 2017.10月号

⑹ ラスパイレス指数（国家公務員を 100 とした場合）

区　分 平成 23 年度 平成 24 年度
（参考値）

平成 25 年度
（参考値）平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

一般行政職
小山市 100.4 100.6 99.9 100.0 99.1 100.2
県内市平均 100.2 99.9 99.7 100.0 99.4 100.0

技能労務職 小山市 116.1 114.2 113.7 111.1 110.8 111.4
※技能労務職においては平成 22～ 23 年度は一律 7％削減しています。平成
24年度から技能労務職は、7％削減後の給料表を制定しています
※参考値は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置がな
いとした場合の値です

⑺ 一般行政職の級別職員の状況等【平成 29 年 4 月 1 日現在】
区　分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級

標準的な職務内容 部長等 課長・所長 係長 主査・主任 主事・技師等
職員数（人）計 664 12 10 51 138 124 68 146 115
構成比（％） 1.8 1.5 7.7 20.8 18.7 10.2 22.0 17.3

前年の職員数（人）計 653 13 15 49 141 144 64 129 98
前年の構成比（％） 2.0 2.3 7.5 21.6 22.0 9.8 19.8 15.0

⑸ 職員の経験年数別 ､ 学歴別平均給料月額の状況【平成 29 年 4 月 1 日現在】

区　分 経験年数 7 年
以上 10 年未満

経験年数 10 年
以上 15 年未満

経験年数 15 年
以上 20 年未満

経験年数 20 年
以上 25 年未満

一般行政職
大学卒 236,500 円 270,400�円 333,700�円 373,000 円
高校卒 － 236,300�円 284,700�円 344,800 円

⑼ 職員手当の状況【平成 28 年度実績】
▽扶養・住居・通勤手当

扶養手当

配偶者 10,000 円
子 8,000 円
満 16歳の年度初めから満 22歳の年度末までの子は 1人につき 5,000 円加算
父母等 6,500 円
※配偶者がない場合、子 10,000 円、父母等 9,000 円

住居手当 借家・借間居住者 支給限度額 27,000 円

通勤手当
交通機関利用者 支給限度額 55,000 円
四輪自動車使用者（片道２㎞以上の通勤者） 3,500 円～ 31,600 円
自転車・バイク使用者（片道２㎞以上の通勤者） 2,600 円～ 31,600 円

※括弧内は、再任用職員に係る支給割合です

管理監督職員以外の職員 管理監督職員
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月
（0.65 月）

0.8 月
（0.4 月）

1.025 月
（0.55 月）

1月
（0.475 月）

12月期 1.375 月
（0.8 月）

0.9 月
（0.4 月）

1.175 月
（0.7 月）

1.1 月
（0.525 月）

計 2.6 月
（1.45 月）

1.7 月
（0.8 月）

2.2 月
（1.25 月）

2.1 月
（1月）

▽期末・勤勉手当

⑻ 特別職の報酬等の状況等【平成 29 年 4 月 1 日現在】

区　分
給　料 報　酬

市　長 副市長 教育長 議　長 副議長 議　員
報酬等月額 970,000円 826,000円 693,000円 600,000円 540,000円 510,000円
期末手当 6月期�1.55 月、12月期�1.7 月、計�3.25 月（平成 28年度支給割合）
※市長の給料は10%、副市長・教育長の給料は5%減額しています（表の金額は減額後の額）
※特別職の報酬は小山市特別職報酬等審議会の答申を受けて定められています

⑽ 勤務時間の状況【平成 29 年 4 月 1 日現在】
1 週間の勤務時間 勤務の開始時刻 勤務の終了時刻 休憩時間
38 時間 45分 8時 30分 17時 15分 12時～ 13時

⑾ 年次有給休暇の状況【平成 28 年度実績】
制度概要 1 年度につき 20日付与。現年度付与分のみ翌年度に繰り越し可

平均使用日数 10.1 日

⑵ 懲戒処分者数
区　分 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
処分者数 1人 0人 0人 0人 1人
※懲戒処分とは、職務上の義務違反や公務員としてふさわしくない非行があ
　る場合に、職員に一定の義務違反に対する道義的責任を問い、公務におけ
　る規律と秩序を維持することを目的として行うものです

5 職員研修の状況【平成 28 年度実績】
研修区分 受講者数

小山市単独研修（18講座） 1,624 人
小山地区職員研修協議会主催研修（21講座） 756人
栃木県市町村振興協会主催研修（22講座） 108人
派遣研修（35講座） 51人
計（96講座） 2,539 人

▽特殊勤務手当（手当の種類：12 種類）
職員全体に占める手当支給職員の割合 22.2%
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 17,937 円

▽地域手当

支給対象地域 支給率 国の制度
（支給率） 支給実績 職員 1 人あたり

年間支給額
小山市 3％ 3％ 132,415 千円 116,256 円

⒀ 介護休暇の状況【平成 28 年度実績】
制度概要 取得者数

配偶者、父母、子などの負傷、疾病、老齢により、介護をする場合に取得可。
連続する 6カ月の期間内において必要と認められる期間（給与無給） 0人

⑿ 育児休業等の状況【平成 28 年度実績】
種　類 制度概要 新規取得者数
育児休業 子が 3歳に達する日まで取得可（給与無給） 18人（6人）

部分休業 小学校就学前の子を養育する場合に、1日 2時
間以内で取得可（取得時間は給与無給） 10人（0人）

育児短時
間勤務

小学校就学前の子を養育する場合に取得可。1週間の
勤務時間を短くできる（勤務時間数に応じて給与支給） 1人（0人）

※それぞれ平成 28年度の新規取得者数（括弧内は男性職員）です

⑴ 地方公務員の服務規律の概要
　すべての職員が、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務す
ることと、全力を挙げて職務の遂行に専念することが、職員の服務
の根本原則とされています。具体的には、職務に専念する義務、法
令や上司の職務上の命令に従う義務、信用を傷つけ不名誉となる行
為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限、ストライキ等の争
議行為の禁止、営利企業等に従事することの制限などです。

自ら営利を目的とする私企業を営む 承認職員数 1人
報酬を得て事業もしくは事務に従事 承認職員数 4人

4 職員の服務の状況【平成 28 年度実績】

⑴ 公務災害補償の制度および認定状況
地方公務員災害補償基金 一般職員の公務中および通勤途

中の被災に対する補償 5人

小山市議会の議員その他非常勤の職
員の公務災害補償等に関する条例

非常勤職員・臨時職員の公務中お
よび通勤途中の被災に対する補償 3人

⑵ 健康管理事業
区　分 対象者 受診者数等

健康
診断

定期健康診断 全職員 513人
人間ドック 30歳以上の職員 642人

健康管
理研修
会

メンタルへルス研修会
管理監督者 3回
一般職員 3回

ハラスメント防止研修会 全職員 3回
メンタ
ルヘル
ス対策
事業

ストレス健康相談 全職員 16件
カウンセリング相談 全職員 125件

ストレス調査 全職員 結果に応じて医師面接等
の事後フォローを実施

⑶ 福利厚生事業
区　分 事業名 主な事業内容
栃木県市
町村職員
共済組合

短期給付事業 職員と家族の病気・出産・災害等に対する給付
長期給付事業 退職・障害・死亡に対する年金や一時金の給付
福祉事業 健康の保持増進、宿泊、貸付、貯金事業等

小山市職
員共済会

補助金事業 人間ドック・脳ドック利用助成等
掛金事業 結婚祝金ほか 10種、リフレッシュ助成等

6 職員の福祉および利益の保護の状況【平成 28 年度実績】

小山市公平委員会の業務の処理状況（件数）
7 公平委員会の報告関係【平成 28 年度実績】

⑴ 分限処分者数
区　分 降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
処分者数 0人 0人 11人 0人 11人
※分限処分とは、公務の能率の維持やその適正な運営の確保の目的から、勤務実
績不良、心身の故障等のため職責を十分に果たせない等の場合に行うものです

3 職員の分限および懲戒処分の状況【平成 28 年度実績】

▽退職手当
一般職 自己都合 応募認定・定年
勤続 20年 20.445 月分 25.55625月分
勤続 25年 29.145 月分 34.58250月分
勤続 35年 41.325 月分 49.59000月分
最高限度額 49.590 月分 49.59000月分

職　名 支給率
市長 在職月数×42÷100
副市長 在職月数×25÷100
教育長 在職月数×21÷100

※ 1人当たり平均支給額 18,133 千円

▽時間外手当
年間支給総額 406,435 千円 職員 1 人あたり年間支給額 389 千円

※小山市給与条例に基づく給料表の級の区分による職員数です

⑵ 服務規律確保のためにとった措置の概要
　文書により、職員に職務遂行上の法令遵守はもとより、私生活に
おいても市民から信頼される行動を促すとともに、管理監督者によ
る指導の徹底を図り、職員の服務規律の確保に努めました。
⑶ 営利企業等の従事の状況

勤務条件に関す
る措置要求 0 件 不利益処分に関

する審査請求 0 件 職員からの苦情
の処理 0 件
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10
月
15
日
㈰
は
同
時
開
催
！

　豊かな水と肥沃な大地で育て上げられた小麦（イワイノダイチ）で手間ひまかけて作ったうどんを
とくとご賞味あれ！！！
日時　10月14日㈯・15日㈰10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（小山市役所北側）
◆宮城県東松島市復興支援店舗出店
◆開運小山うどん会会員店舗および近隣うどん店出店
◆おやまブランド事業者等による「おやまブランド」などの紹介・販売
◆会場で購入いただいた方に開運スクラッチくじ配布

第7回開運小山うどんまつり

　史実≪小山評定≫など「開運のまちおやま」を見て・知って・楽しめるイベント盛りだくさん！
日時　10月15日㈰10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（小山市役所北側）
◆小学生甲冑武者などによるパレード 
◆小学生甲冑武者による開運夢宣言／「私の夢ハガキ」タイムカプセル投函
◆市民劇団＜開運座＞による「小山評定」再現劇
◆ステージイベント
◆「開運のまちおやま」・おやまブランドのＰＲブース

　北関東で初となるスマートフォンアプリ“イングレス”を活用した
スタンプラリー「イングレス・ミッションデイ」を開催します！指定のミッショ
ンをクリアしながら、小山市の魅力ある文化・歴史にふれてみてください。
日時　10月15日㈰9:00 ～ 17:00
　　　（開会式を9:45から観晃橋下流左岸で開催します）
受付　おやま本場結城紬クラフト館
◆スタンプラリーコース（ミッションルート）
○開運のまちおやま西口コース：6コース（小山駅西口～小山政光・寒川尼像、史跡小山評定跡～文書館、
八幡宮～小野塚イツ子記念館塔、天神町地蔵堂～栃木県マロニエ建築賞プレート、みつわ通り～賽性
院、天翁院～城山公園）
○開運のまちおやま間々田コース：6コース（間々田駅西口～乙女不動原瓦釜跡灰原跡、乙女不動尊
御瀧山泉龍寺～龍昌寺、間々田交差点～間々田八幡宮、間々田八幡公園～谷端公園、間々田美しが丘
公園～東間々田祠、おさんみち公園～間々田駅西口）
※スタンプラリーコースは都合により変更になる場合があります。また、コース上の施設周辺に多数
　の参加者が訪れることが予想されますので、ご了承ください
　詳細はMISSION DAY OYAMAのサイトをご確認ください。
【サイトURL】https://missiondayoyama.splashthat.com/

第12回おやま開運まつり

開運のまちおやまミッションデイ

　市内菊愛好者の会「小山晃思会」の会員が作り上げた見事な富士山作りをはじめ、
一般盆養菊、懸崖作りなど約500点を展示します。
　11月1日㈬は、審査会の為、会場には終日入場できませんのでご了承ください。
期間　10月21日㈯～ 11月12日㈰9:00 ～ 16:00
　　　※富士山作りは11月19日㈰まで展示しています
場所　道の駅思川

第66回小山市菊花大会 問小山晃思会事務局（商業観光課内）☎22-9273

菊鉢の無料配布（数量限定・成人限定）
数量限定で、菊鉢の無料配布を行います。※無料配布はなくなり次第終了となります
日程　11月3日㈮　会場　道の駅思川

問（一社）小山市観光協会
☎30-4772

問商業観光課☎22-9273

問商業観光課☎22-9317



7　広報小山 2017.10月号

日時　11月11日㈯・12日㈰7:00から　
会場　石ノ上河川広場・小山総合公園森のはらっぱ
内容　◆熱気球フライト○第1フライト：11日㈯7:00から　
　　　　　　　　　　　○第2フライト：11日㈯14:30から
　　　　　　　　　　　○第3フライト：12日㈰7:00から
　　　◆係留体験搭乗（係留されたバルーンに搭乗できます）8:30 ～ 13:00（予定）
　　　◆熱気球教室　11日㈯正午から・12日㈰10:00から（予定）
　　　◆熱気球ナイトグロー＆花火ショー　11日㈯18:00 ～ 18:30（予定）
　　　◆バルーンフェスタ・マルシェ 11日㈯
　　　※天候状況等により、一部イベント内容が変わることや中止になることもありますのでご了承ください

第26回おやまバルーンフェスタ

日時　11月12日㈰9:00 ～ 15:30　会場　小山広域クリーンセンター（中央清掃センター南側）
内容　◆おやまエコファミリー認定式など　◆リサイクル自転車などの抽選会　◆エコ企業の出展
　　　◆リサイクルフリーマーケット　◆分別クイズ、スタンプラリー　◆ゲームコーナー
　　　◆肥料（1人1袋限り）、中古本、ガス風船の無料配布　◆使用済小型家電回収コーナーなど
　　　※当日、使用済小型家電をお持ちいただいた方に粗品を進呈します

おやまエコリサイクルフェア2017

エコリサイクルフェア2017
フリーマーケット出店募集

日　時　11月12日㈰9:00から
場　所　小山広域クリーンセンター
参加料　無料　定　員　先着20人
申込み　10月2日㈪8:30から環境課☎22-9286
※営業を目的とする出店は固くお断りします

日時　11月12日㈰9:00 ～ 15:00　会場　県南体育館
内容　◆健康づくり市民公開講座「健康の大原則、減塩はもう常識～子供も大人も積極的減塩行動を！」
　　　　講師：日下　美穂氏（日下医院院長・日本高血圧学会減塩委員会委員）
　　　◆赤ちゃんハイハイレース（要予約：詳細については本紙今月号P20記載）
　　　◆いきいき子育てフェスティバル　◆8020運動表彰　
　　　◆健康料理コンクール&表彰　◆四世代家族きずな表彰　
　　　◆健康相談・8020運動歯科相談・まちの保健室
　　　◆無料フッ素塗布（要申込：詳細は本紙今月号P20に記載）　
　　　◆いきいきふれあい事業展示コーナー
　　　◆いきいき百歳体操　◆食生活改善・献血コーナーなど

第32回健康都市おやまフェスティバル

問農政課☎22-9255

問おやまバルーンフェスタ
　実行委員会事務局・新藤
　☎090-5524-8600

問環境課☎22-9286

問健康増進課☎22-9532

　市内で生産される新鮮で安全安心な農産物・加工品の販売やお楽しみ抽選会、
ステージイベントなど、催し物が盛りだくさん！
日時　11月11日㈯・12日㈰9:00 ～ 16:00　会場　小山総合公園第3駐車場
内容　◆小山の新鮮・安全安心な農産物・鉢花の販売
　　　◆小山の農畜産物を使った加工品（おやま和牛、小山の豚「おとん」、
　　　　はとむぎ）の販売
　　　◆6次産業化商品（ナマズ、ホンモロコ、だちょう等）の販売
　　　◆農機具（トラクター、コンバイン等）の展示
　　　◆おいしい商品が当たる「お楽しみ抽選会」　など

第50回小山市農業祭

中央清掃センター・南部清掃センターの
11月の開場日変更のお知らせ

　フェア開催に伴い、中央清掃センター・南部清掃センター
の開場日が下記のとおり変更になります。
開場日　平日および11月18日㈯、25日㈯
※11月11日㈯（第2土曜日）は開場しません
問中央清掃センター☎24-3194・南部清掃センター☎0280-33-3310

健康都市おやま宣言25周年記念事業
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　栃木県の各市を代表するグルメと県外のグルメが小山市に集結し、その中
で栃木県の№1グルメを決定します。また招待店として結城市や富士宮やきそ
ば、笠間市マロンポーク焼肉、豊川いなり寿司も出店します。
◆販売方法：現金販売
◆投票方法：各店舗で購入した際に配られる投票シール（1品につき 1枚）を、
　　　　　　自分が気に入ったお店のボードに貼り付けてください。
◆出展メニュー：
≪県内市町≫宇都宮・太麺どぼどぼソース焼きそば（宇都宮市）、じゃがいも
入りやきそば・うずまフランク（栃木市）、いもフライ・佐野ラーメン（佐野市）、
鹿沼にら焼きそば（鹿沼市）、真岡いちご飯バーガー・真岡ホルモン（真岡市）、
ホルモン味噌焼きうどん（下野市）、のぎのひまわりバーガー（野木町）
≪県外≫焼き栗・ローストビーフ丼（桐生市）
≪招待店≫餃子まん・ゆでまんじゅう（結城市）、富士宮やきそば（富士宮市）、
豊川いなり寿司（豊川市）、マロンポーク焼肉（笠間市）
≪小山市≫元祖本物の味　おやま和牛串焼、おやま和牛ステーキ串、元祖おやま
和牛入りかんぴょうカレーパン、桑の里うどん、開運小山うどん、開運やき、
おとんのチャーシュー坦々麺、はと麦ラーメン

うまいものおやま評定2017
～栃木県内外のご当地グルメが小山に大集結！～

文

会場小山第一小学校校庭
約150台
※4日㈯は、3日㈮の天候により
使用出来ない場合があります

小山第二中学校
グラウンド　約200台

市役所

市役所第2駐車場
約700台

※駐車場には限りがありますので、
　なるべく公共交通機関をご利用ください。

駐車場案内図

日時：11月4日㈯・5日㈰ 10:00 ～ 15:00 ※雨天決行
会場：小山御殿広場（小山市役所北側）

おやま～る・まちなか交流まつり
日時：10月21日㈯10:00 ～ 20:00（18:00よりハロウィンパレードに参加）
　　　　　22日㈰10:00 ～ 16:00
会場：まちなか交流センター「おやま～る」
　「福祉」「国際」「地域」「学芸」「社会」「参画」の各ジャンルごとの合わせ
て200余の当館登録の市民活動団体による、啓発と交流の祭典行事です。

●両日　  ：市民活動とまちなか交流の交流展示（市民活動の紹介展示、実演、
　　　　　 体験、相談）
　　　　 　同じ専門ジャンルによるコラボ展示
　　　　 　「おやまのボランティア」風景の写真展
●21日㈯：音楽ボランティア団体等の演奏披露、ジャンルごとの団体紹介
　　　　 　福祉施設、福祉団体、まちづくり団体等による「食」の競演（販売）
　　　　 　パソコン、手芸、昔あそび等のボランティア団体による各種の実演、体験コーナー
　　　　 　ハロウィンパレードのための小道具づくり体験、パレードへの参加
●22日㈰：まちなか交流フォーラム
　　　　 　「地域ごとの防災まちづくりを、もっと広めたい」
　　　　 　「まちなかの魅力づくりと市民参加を、もっと深めたい」
　　　　 　「子育て＆ママ支援のミニ起業を、もっと応援したい」
同日開催
●21日㈯　オレンジハロウィン2017（ハロウィンパレードをするよ！）
●22日㈰　上町自治会・自主防災訓練（起震車が来るよ！）

【ステージイベント】
　小山御殿広場の特設ステージでは、元気いっぱいのチアダンスやヒップホップ、
フラダンスやベリーダンスのパフォーマンスがあります。おはやし、よさこい、
各種楽器の演奏など盛りだくさんです。

【展示】
　4月～ 5月に開催した思川桜フォトコンテストの応募作品を展示します。
5日のグルメの表彰式の際に、フォトコンテストの入賞者の表彰も行います。

問うまいものおやま評定2017実行委員会事務局
　商業観光課☎22–9317

問市民活動センター☎20–5562
center@oyamachi.jp
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　下野・下総・上野・武蔵の四ヶ国（現在の栃木・茨城・群馬・埼玉県）が接する関東平野中央部は、本州最大
の湿地帯である渡良瀬遊水地が所在します。その周辺には、主に9世紀（平安時代前期）の製鉄関連遺跡が所在し、
中でも下野・下総の国境周辺に大規模な遺跡が操業しました。この地域では続く10世紀に、藤原秀郷や平将門など、
歴史的に有名な「兵（つわもの）」たちが駆け巡りました。彼ら兵の登場と製鉄遺跡群との関連についても展望し、
郷土小山の歴史や、渡良瀬遊水地周辺地域の魅力の再発見につながればと考えています。

第 69回企画展　古代の製鉄遺跡群
－渡良瀬遊水地周辺の大地に刻まれた歴史を探る－

ラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」登録 5周年記念
期間：10/21㈯～ 12/3㈰

問博物館☎45-5331

開館時間：9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休館日： 10/23㈪・27㈮・30㈪、11/6㈪・13㈪・20㈪・24㈮・27㈪
入館料：一般200円（100円）、高・大学生100円（50円）
　　　　中学生および義務教育学校9年生以下無料　
　　　　※（　）内は20人以上の団体料金        
            ※今年度の小山市立車屋美術館の半券を持参で一般100円、
　　　　　高校大学生50円を割引
　　　　※11/3㈮〈文化の日〉・23㈭〈勤労感謝の日〉は無料
関連事業（申込み：10/11㈬から電話で、先着順）
●記念講演会（場所：博物館視聴覚室　時間：13:30 ～ 15:00　定員：50人〈無料〉）
　①奈良･平安時代の製鉄関連遺跡ー栃木県の調査事例を中心に－
　　日程：10/29㈰　講師：(公財)とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　　　　　整理課長　津野仁氏
　②征夷事業と坂東－川戸台遺跡の発見から－
　　日程：11/19㈰　講師：茨城大学非常勤講師　内山俊身氏
●関係史跡見学会
　　日時：11/9㈭　午前の部◇9:00 ～、午後の部◇13:00 ～　
　　定員：各20人（無料）
　　内容：博物館出発。川戸台遺跡（古河市）、金山遺跡（小山市）など
　　　　　企画展関係の史跡を巡ります。
　　　　　※車窓からの見学中心。所要3時間

渡良瀬遊水地航空写真（提供：国土交通省
関東地方整備局利根川上流河川事務所）

乙女北浦遺跡出土鉄製品（当館蔵）

問中央図書館☎21-0753

第2回中央図書館まつり
■図書館を拠点に活動する団体による展示発表
主　催　中央図書館まつり実行委員会
日　時　10月28日㈯9：30 ～ 18：00
　　　　10月29日㈰9：00 ～ 16：00
会　場　中央図書館　視聴覚ホール（2階）
内　容　各団体の活動報告展示
■リサイクル市
主　催　中央図書館ボランティア連絡会
日　時　10月28日㈯10：00 ～ 16：00
　　　　10月29日㈰10：00 ～ 15：00
会　場　中央図書館　第1集会室（2階）
内　容　リサイクル資料（図書・雑誌）の譲渡
　　　　※持ち帰り用の袋をご持参ください
■文化的で有益な話を聞く会
主　催　小山市立図書館関係団体連絡協議会
日　時　10月29日㈰13：30 ～ 15：00 
会　場　中央図書館　視聴覚ホール（2階）
定　員　100人（親子参加可）　※入場無料
講　師　鈴木久美子氏（ベルトリー音楽スタジオ代表）

演　題　解って弾ける“ピアノ”から“ハンドベル”まで
　　　　～「音楽」を通して楽しく才能を育てる～
申込み　10月3日㈫から中央図書館へ直接または電話
　　　　（☎21-0753）
■郭公の会　朗読発表会
主　催　郭公の会
日　時　10月29日㈰10：00 ～ 11：30
会　場　中央図書館　視聴覚ホール（2階） 
内　容　文芸作品の朗読
■小山子どもの本連絡会　おはなし会
主　催　小山子どもの本連絡会
日　時　10月29日㈰ 14：00 ～ 14：30
会　場　中央図書館 児童開架室おはなしコーナー（1階）
内　容　すばなし・絵本の読み聞かせ
■はなしのこべや　おはなし会（中央図書館まつり関連行事）
主　催　はなしのこべや
日　時　10月22日㈰14：00 ～ 14：30
会　場　中央図書館 児童開架室おはなしコーナー（1階）
内　容　すばなし・絵本の読み聞かせ

日　程　10月28日㈯・29日㈰ 会　場　中央図書館

第71回読書週間10月27日㈮～ 11月9日㈭
標　語　「本に恋する季節です!」
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文化の秋を彩る市民文化祭。この秋は、市民文化祭に肌で触れて「文化」を堪能してください！
　期　間　11月1日㈬～ 12月3日㈰
　会　場　文化センター、中央公民館、道の駅「思川」評定館

第27回小山市文化振興大会（市民文化祭開幕祭）
　日　時　11月4日㈯13:00 ～ 16:00　※入場無料
　会　場　文化センター大ホール
　内　容　⑴式典　　　文化祭ポスター展表彰式
　　　　　　　　　　　　（中学校および義務教育学校後期課程の生徒）
　　　　　　　　　　　文化協会表彰式　ほか
　　　　　⑵記念公演　伝統文化部門（５部門）による公演
　　　　　　　　　　　　「むか～し　むかし、あったげな……」
市民文化祭予定表

舞台部門 期間 展示部門 期間
音楽祭 11 月 11 日㈯ 絵画展 11 月 1 日㈬～ 5 日㈰
洋舞祭 11 月 12 日㈰ 写真展 11 月 3 日㈮～ 5 日㈰
学校音楽祭（北） 11 月 15 日㈬ 盆栽展　

※会場　道の駅思川評定館 11 月 9 日㈭～ 12 日㈰学校音楽祭（南） 11 月 16 日㈭
学校ダンス祭 11 月 17 日㈮ 学校合同作品展（児童） 11 月 15 日㈬～ 19 日㈰吟詠剣詩舞祭 11 月 18 日㈯ 学校合同作品展（生徒）
邦楽祭 11 月 19 日㈰ 茶華道展 11 月 18 日㈯、19 日㈰

※茶席は 19 日㈰のみ歌謡祭 11 月 25 日㈯
新舞踊祭 12 月　2 日㈯ 書道展 11 月 22 日㈬午後～ 26 日㈰
日本舞踊祭 12 月　3 日㈰ 工芸・デザイン展 11 月 29 日㈬～ 12 月 3 日㈰

第 64 回　市民文化祭

第 14 回ハンドベルフェスタ in OYAMA
日　時　10 月 15 日㈰ 13:00 開演（12:30 開場）　※入場無料
会　場　文化センター大ホール
出　演　小山市内外のハンドベルチーム
内　容　チーム演奏およびマスリンギング（合同演奏）
その他　託児できます（事前に問合せください）
主　催　ハンドベルフェスタ in OYAMA 実行委員会
共　催　小山市・小山市教育委員会

小山・野木地区暴力追放大会

ハンドベルによる天使のハーモニーをお楽しみください！

日　時　10 月 12 日㈭ 14:00 から　※入場無料
会　場　文化センター小ホール
内　容　栃木県警察本部組織犯罪対策第一課の基調講演
その他　記念品あり
主　催　小山市、野木町、
　　　　小山警察署、小山野木地区暴力追放連合会　　

～　暴力団　地域の絆で　加入阻止　～

 ①暴力団を利用しない
 ②暴力団を恐れない
 ③暴力団に金を出さない

【暴力団追放「3（さん）ない運動 + 1（ぷらすわん）」

＋　暴力団と交際しない

問文化振興課☎22–9694

問文化振興課☎22–9662

問小山・野木地区暴力追放連合会

　（生活安心課）☎25–8301
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問建築指導課☎22-9233

10月は建設リサイクル法のパトロール強化月間です

　解体業者と発注者に適正な分別解体および再資源化の意識と関心の向上のため、全国一斉に建築現場等のパト
ロールを実施します。一定規模以上で特定建設資材（木材、コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリー
トと鉄から成る建材）の廃棄・使用のある建設工事を行う場合、工事の発注者は、工事に着手する7日前までに、
分別解体の計画について、建設リサイクル法の届出が必要となります。また、工事現場には標識を掲げ、工事現
場内で分別解体を行ってください。

工事の種類 規模の基準 工事の種類 規模の基準
建築物の解体工事 延床面積 80㎡以上 建築物の修繕・模様替（リフォームなど） 工事金額 1億円以上
建築物の新築・増築 延床面積 500㎡以上 その他の工作物に関する工事（土木工事等） 工事金額 500万円以上

対象となる建設工事

10月15日㈰～ 21日㈯は違反建築防止週間です
～建築基準法のルールを守って住み良いまちづくり～
　建築基準法は建物を建てるにあたり、皆さんの生命、健康、財産を保護するため、地震や災害などに対する安
全性の確保に関する基準を定めています。この基準は建物を建てる人、所有する人または管理する人にとって、
最低限守らなくてはいけないものです。あなたの所有する建物、あるいは建築中の建物が建築基準法のルールを
守ったものであるか、点検を心がけましょう。

問建築指導課☎22-9233

住宅総合相談会のお知らせ（無料）
　住宅の耐震対策や空き家の利活用等について、建築士や司法書士のアドバイスが受けら
れる住宅総合相談会を開催します。お気軽にご相談ください。
日　時　11月12日㈰10：00～ 15：00　会　場　県南体育館（第32回健康都市おやまフェスティバル内）
その他　予約優先　※事前予約をおすすめします
事前予約　（一社）栃木県建築士会☎028-639-3150
問合せ　栃木県県土整備部住宅課☎028-623-2483

①特別児童扶養手当（所得制限あり）
受給資格
20 歳未満の障がい児を監護する父母、またはその養育者
※障がい児：身体障がいの程度がおおむね３級以上ま
たは療育手帳A1、A2、B1に該当している方
支給額（月額）１級 51,450 円、２級 34,270 円
②重度心身障がい児介護手当
受給資格
20 歳未満の次のような状態にある障がい児を扶養して
いる保護者
⑴身体障がいの程度が 2級以上の身体障害者手帳を所持
⑵知的障がいの程度がA1、A2の療育手帳を所持
支給額（月額）5,000 円
③障害児福祉手当（所得制限あり）
受給資格
20 歳未満で精神または身体に著しい重度の障がいがあ
り、日常生活で常時介護を必要とする状態にある方
支給額（月額）14,580 円

④特別障害者手当（所得制限あり）
受給資格
20 歳以上で、原則として精神または身体に著しい重度
の障がいが重複しており、日常生活で常時特別介護を
必要とする状態にある方
支給額（月額）26,810 円
⑤難病等福祉手当
受給資格
栃木県知事から特定医療費（指定難病）受給者証、一
般特定疾患医療受給者証、または小児慢性特定疾病医
療受給者証を交付されている方
支給額（年額）12,000 円
⑥重度心身障がい者の医療費助成
助成対象　
⑴身体障がいの程度が 2級以上の身体障害者手帳を所持
⑵知的障がいの程度がA1、A2の療育手帳を所持
⑶知的障がいの程度がB1の療育手帳を所持しており、か
つ身体障がいの程度が 4級以上の身体障害者手帳を所持
内容　保険適用診療分の自己負担額から、高額療養費  
等を引いた額を助成

障がい者（児）の方へ
※詳しくは、お問合せください

問福祉課☎22–9624・ＦＡＸ24–2370

※他の手当てを受給している場合や、児童の状況によっては受給できない場合があります
※①～④は申請翌月分、⑤は申請翌年度分から支給対象となります
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都市と農村の交流！第 12回開運盆おどり！
　8 月 20 日、道の駅思川ワイワ
イ広場で、「第 12 回開運盆おど
り」が開催しました。夕方になる
と、小山音頭や正調日光和楽踊り
など、お囃子の音色が流れ、浴衣
姿の多くの人が輪になって踊り、
とても賑わっていました。
役者は「生涯修業」
　８月 21 日、文化センター大ホールで、昨年のＮＨ
Ｋ大河ドラマ「真田丸」において直江兼続役を好演し
た、小山市出身の俳優村上新悟さんを講師に招き、第
39 回人権講演会を開催し、また同日、村上さんを小
山評定ふるさと大使に委嘱しました。
　村上さんは、「『人権』とは人間が
人間らしく生きるため無条件に与え
られている権利。そうすると、『人間』
とはなんだろうと考える。その答え
を追い求めるためにも、役者を続け

『生涯修業』をしていきたい」と話を
していました。
全国ハトムギ生産技術協議会夏季研修会が小山市の圃
場を視察しました
　8 月 23 日、ハトムギの収量を増加させる技術を学
ぶために、同協議会が視察にいらっしゃいました。昨
年の小山市におけるハトムギの平均収量は全国 1 位で、
また 6 次産業化も進めており、
ハトムギそのものだけではな
く、はとむぎ茶やジェラートな
どに加工した商品は市のブラン
ドとして登録されています。
縄文時代の生活を楽しく体験！第 13 回寺野東遺跡縄
文まつり　

　8 月 26 日、おやま縄文ま
つりの広場（国史跡寺野東
遺跡）で開催しました。火
おこし体験や弓矢体験、勾
玉作り体験、水場遺構での
魚すくい体験など親子で楽
しめる体験イベントを実施
し、800 人を超える来園者
が、夏休み最後の週末を楽
しく過ごしていました。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

9
く

月 8
わ

日を「桑の日」に！
　小山市では古くから養蚕業が盛んで、全国有数の産地
として、県内第 1 位の生産を誇っておりました。かつて
は「桑村」「絹村」と呼ばれ、今でも、「桑地区」「絹地区」
という地名が残っています。
　現在でも 7 戸の養蚕農家が、約 8ha の桑畑で、県内
第 1 位の県産繭の 4 割を占める年間 6t の繭を生産して
います。
　2010 年世界のユネスコ無形文化遺産に登録された小
山市の誇る「本場結城紬」は、この伝統ある桑・蚕・繭
づくりの養蚕業の中で生産されてきました。
　一方、小山市
は本場結城紬が
世界のユネスコ
無形文化遺産に
登録されたのを
契 機 に、2014
年に「桑の葉・
桑の実」を活用
した官民協働に
よって新たな桑ブランドを開発すべく「桑の実プロジェ
クト」を立ち上げました。
　これまで、桑の葉を活用した「桑茶」「桑うどん」「桑
まんじゅう」「パウンドケーキ」「シフォンケーキ」、桑
の実を活用した「ジャム」「クッキー」「ジェラート」「リ
キュール」などを商品化し、好評を得ています。
　このような実績と、来年度が栃木県において、本番
DC（デスティネーションキャンペーン）であること、
さらに 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを
見据え、小山市の「桑」を全国・世界に発信するべく、
9
く

月 8
わ

日を「桑の日」と定めることとなりました。
　そして、これを契機に桑の実プロジェクトにおける高
付加価値の「ワイン」などの新商品の開発の取組をさら
に強化するとともに、衰退の危機にある本場結城紬の生
産振興にもつなげていくこととし、これらの取組を農福
連携の取組とし、伝統産業の新たな担い手として障がい

者に就労の場を提供
すべく、障がい者施
設などと連携したプ
ロジェクトとして推
進し、障がい者など
誰もが働いて暮らせ
る「日本の伝統を活
かした総活躍のまち・
おやま」の実現を目
指して行きたいと思
います。
　市民の皆さまのご
支援・ご協力のほど
をよろしくお願いし
ます。

 

８
月
26
日
、
小
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
、
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
の
男
性
２
人

組
ボ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｃ
＆
Ｋ
」
に
よ
る

小
山
凱
旋
野
外
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｃ
＆
Ｋ
の
Ｃク

リ

ビ

ー

Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｙ
さ
ん
は
小
山

市
出
身
、
Ｋキ

ー

ン

Ｅ
Ｅ
Ｎ
さ

ん
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

出
身
。
開
演
前
の
セ
レ

モ
ニ
ー
に
は
、
２
人
の

出
身
地
の
小
山
市
長
と

鹿
屋
市
副
市
長
が
登
壇

し
、
２
人
が
繋
い
だ
両

市
の
交
流
の
促
進
を
誓

い
、
硬
い
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ

＆
Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦
出

場
と
い
う
挑
戦
の
成
功

を
祈
念
し
て
、
集
っ
た

約
１
万
人
の
フ
ァ
ン

と
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」

を
行
い
ま
し
た
。

ユネスコ無形文化遺産「本場結城紬」

桑の実プロジェクト開発商品
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問市民税課☎22–9424市県民税の特別徴収について
事業主の皆さまへ
　小山市ならびに県内各市町では、給与所得者に係る市民
税・県民税について特別徴収を推進しています。所得税の
源泉徴収義務のある事業所が対象となっていますので、事
業主の皆さまには、徴収事務手続きにつきましてご理解・
ご協力をお願いします。
◆特別徴収の方法
　給与支払者である事業主が、所得税の源泉徴収と同様に、
従業員に毎月支払う給与から市県民税を差し引き（給与天
引き）し、各従業員のお住まいの市町村に納入していただ
きます。
◆対象となる従業員
　前年に給与の支払いを受け、かつ 4月 1日現在において
引き続き給与の支払いを受けている従業員が対象です。年
度途中で入社された従業員については、「特別徴収への切替
申請書」による申請をいただくことにより、随時、特別徴
収へ切り替えることが出来ます（普通徴収の納期限を過ぎ
た税額は対象になりません）。
◆給与支払報告書の提出
　小山市にお住まいの従業員について、平成 30年度（平成
29 年分）給与支払報告書を平成 30 年 1月 31 日までに提
出してください。普通徴収に切り替える従業員がいる場合
は、「普通徴収への切替理由書」を併せて提出してください。
マイナンバー制度の導入により「給与支払報告書」にはマ
イナンバーの記載が必要になりましたのでご注意ください。
◆退職者等について
　給与支払報告書の提出後に退職等の異動が生じた従業員
がいた場合、「給与所得者異動届出書」を提出してください。
ご提出がないと、平成 30 年度特別徴収納税義務者の対象
となってしまいます。
※詳細は市ホームページをご覧ください

10 月より公的年金から特別徴収が始まる方へ
　公的年金からの特別徴収は、公的年金を受給し
ている方が、市県民税を年金からの差し引きによ
り納税する制度です。平成 29年度分で初めてこの
制度の対象者になった方や、前年度途中で特別徴
収が停止になった方は、10月支払い分の公的年金
から市県民税の特別徴収が始まります。

◆対象となる方
●平成 29年 4月 1日（基準日）現在 65歳以上
●平成 28年中に支払われた公的年金などに対し市
　県民税が課税されている
●公的年金から介護保険料が特別徴収（差引き）さ
　れている

　対象となる方は、6月に通知済みの『市民税・県
民税（普通徴収）納税通知書』の 4枚目、『公的年
金からの特別徴収（差引き）について』に税額等
の記載がありますのでご確認ください。
　なお、公的年金所得について計算した税額のう
ち、すでに普通徴収で納めていただいた分を除く
税額を特別徴収で納めていただきます。
◆年度途中で特別徴収が停止になった方へ
　特別徴収が停止し、年金から差引きできなかっ
た税額は、納付書または口座振替で納めていただ
きます。後日、納税通知書を送付いたしますので、
ご確認ください。
　また、特別徴収の停止処理には複数の機関が関
わることから時間を要するため、一時的に納めす
ぎになってしまう場合があります。この場合、納
めすぎになった額は、後日還付します。

「小山市役所新庁舎建設基本構想」を策定しました
問総合政策課本庁舎整備準備室☎22–9347

　市役所本庁舎の「建替え整備」については、総務省において新たに創設された「市町村役場機能緊急保全事業」
を活用し、平成 32年度末までに現在地への建替えを計画しています。
　このたび、新庁舎整備に至る検討経緯や新庁舎の整備条件、現庁舎の抱える問題などを整理し、新庁舎整備に
あたっての基本的な方針や方向性を示す「小山市役所新庁舎建設基本構想」を策定し、公開しました。
　今後、より具体的な整備計画である「基本計画」を、年内を目途に策定する計画です。
※詳細は市ホームページをご確認ください

　栃木税務署では、事業者の方を対象として「消費税軽減税率制度等説明会」を開催します（予約不要・入場無料）。
多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひご参加ください。

開催日 開催時間 開催場所 対象地域

11 月 8日㈬ 10:00 ～ 11:10
14:00 ～ 15:10

小山市立文化センター
大ホール 小山市、下野市、野木町

11月 14日㈫ 10:00 ～ 11:10
14:00 ～ 15:10

栃木市栃木文化会館
大ホール (栃木市旭町12-16）栃木市、壬生町

消費税軽減税率制度等説明会のご案内
問栃木税務署法人課税第一部門☎0282–22–1805（ダイヤルイン）

※都合により、指定
された日時に参加で
きない場合には、他
の日時に出席するこ
とが可能です



■どんな時に必要になるの？
○認知症の親の施設入所費用の支払いのため、家族が親名義の定期預金を解約しようと銀行に行ったら、「本人じゃ
　ないと解約できない」と言われた。
○訪問販売で不当に高額な商品を繰り返し買ってしまう。
○自分たちが亡くなった後、障がいのある子どもが心配。　など
■どんな支援をしてもらえるの？
○介護サービス、施設入所の契約
○不動産の管理、保存、処分、収入と支出の管理
○必要のない高額な契約の取り消し　など
■成年後見制度には2つの制度があります

■成年後見制度の利用を支援しています！！
　市では、「申し立てる親族がいない」「申し立ての費用や後見人への報酬が払えない」などの理由で、必要な方
が制度を利用できない状況に陥らないよう、市社会福祉協議会と連携し、市長による申し立てや、申し立て費用･
後見人報酬の助成を行っています。

【市民後見人の育成に向けて】
　今後、成年後見制度を利用される方のさらなる増加が見込まれるなか、専門職後見人が不足し、必要な方が制
度を利用できない状況が心配されます。そこで期待されるのが、社会貢献に意欲のある市民が後見人となり対象
者を支えていく市民後見人の活動です。
　市と市社会福祉協議会は、市民の誰もが安心して暮らすことができる社会を目指して、成年後見制度の普及・
啓発に努め、市民後見人を確保・支援できる体制を整備し、市民後見人の活動を推進するための取組を実施して
いきます。
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成年後見制度をご存知ですか？ 問社会福祉協議会☎22–9545
　地域包括ケア推進課☎22–9853
　福祉課☎22–9619･9629　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が

不充分な方に対し、法的権限を与えられた後見人が、本人に代わり法律行為
を行い、ご本人が安心して暮らせるように支援する制度です。また、本人の意思を尊重し、本人の希望にそった
支援が受けられることも特徴です。

申込期間　10月30日㈪～ 11月10日㈮8:30 ～ 17:15※土日・祝日は除く
受付場所　【各保育施設】
　　　　　○第1希望が私立保育園の方
　　　　　○第1希望が認定こども園の方
　　　　　【こども課】（保健・福祉センター 2階）
　　　　　○第1希望が公立保育所の方
　　　　　○第1希望が城東保育園（仮）の方
　　　　　○第1希望が平成30年4月より認定こども園に移行予定の幼稚園
　　　　　　（乙女幼稚園、早蕨幼稚園）保育認定の方
対　　象　次のいずれかに該当し、保護者のほかに児童を保育する方がいない家庭。
　　　　　○就労、妊娠、出産　○保護者の疾病、障害　○同居親族の介護・看護　○災害の復旧　など
予　　約　○1日7時間・月120時間以上就労していて、平成30年5月～ 12月に産休・育休から同じ職場に復帰さ
　　　　　れる方は入所予約ができます。出産前でも入所予約ができます。※兄弟、姉妹も予約ができます
持 ち 物　教育・保育の必要性認定申請書、保育を必要とする事由を証明する書類（就労証明書等）、保育所入所
　　　　　申込書、保育料納付誓約書、母子健康手帳、個人番号カードなど ※お子さんを連れてお越しください

【入園・入所および予約申込みの説明会】
日時：10月7日㈯10:00　会場：文化センター小ホール
※入所に必要な書類をお渡ししますので、ぜひご参加ください

平成30年4月からの保育園・認定こども園・保育所の
入園・入所および予約申込みについて 問こども課☎22–9614

　　　　　　22–9615

【法定後見制度】
(既に判断能力が低下している方)
　本人や配偶者、親族等が家庭裁判所に申し立てま
す。後見人とその権限は家庭裁判所が決めます。

【任意後見制度】
(判断能力が低下した時に備えたい方)
　後見人とその権限は自分で決めることができま
す。判断能力が低下してから支援が開始されます。



鏡
に
伊
勢
ノ
海
親
方
の
墓

　
巴
波
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
鏡
の
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ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗
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ざ
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山
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「
観か

ん
の
ん
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地
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に
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伊

勢
ノ
海
」
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墓
が
あ
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ま
す
。「
二
代
目
柏
戸
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こ
と
六
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目
伊
勢
ノ
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は
、
本
名
を
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八
と
い
っ
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、
寛か

ん
せ
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五
（
１
７
９
３
）
年

に
寒
川
郡
鏡
村
、
木
村
久
吉
の
嫡
男
と
し
て
生

ま
れ
、
江
戸
で
幕
内
力
士
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
江
戸
相
撲
は
、
寛
政
元
（
１
７
８
９
）
年

に
谷た

に
か
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・
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の

が

わ

野
川
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横
綱
免
許
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受
け
、
寛
政
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１
７
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）
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、
大
関
雷ら

い
で
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が
活
躍
し
て

将
軍
徳と

く
が
わ
い
え
な
り

川
家
斉
が
相
撲
観
戦
し
た
こ
と
に
よ
り
、

人
気
は
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
寒

川
郡
鏡
村
出
身
の
木
村
長
八
は
十
七
歳
で
、
江

戸
相
撲
「
初
代
柏
戸
宗
五
郎
」
の
伊
勢
ノ
海
部

屋
に
入
門
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
伊
勢
ノ

海
部
屋
を
興
し
た
「
初
代
柏
戸
村む

ら

う

え

も

ん

右
衛
門
」
が
、

巴
波
川
下
流
の
北
川
辺
出
身
だ
っ
た
縁
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
木
村
長
八
は
、
文
化
七

（
１
８
１
０
）
年
十
月
場
所
で
、「
鏡か

が
み
じ
ま
ち
ょ
う
は
ち

島
長
八
」

の
し
こ
名
で
初
土
俵
を
踏
み
、
文ぶ

ん

か化
八
年
十
一

月
か
ら
は
「
外そ

と
が
は
ま
な
み
ご
ろ
う

ヶ
濱
浪
五
郎
」
と
改
名
し
ま
し

た
。
文ぶ

ん
せ
い政
八
（
１
８
２
５
）
年
十
月
に
入
幕
し
、

文
政
十
三
年
に
「
二
代
目
柏
戸
宗
五
郎
」
を
襲

名
し
ま
し
た
。
二
代
目
柏
戸
宗
五
郎
は
、
幕
内

に
十
九
場
所
十
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。
最
高
位

は
前
頭
二
枚
目
で
、
幕
内
成
績
は
、
48
勝
55
敗

６
分
４
預
か
り
１
年
62
休
み
で
し
た
。
こ
の

間
、
文
政
十
一
（
１
８
２
８
）
年
三
月
に
横
綱

阿お
う
の
ま
つ
り
ょ
く
の
す
け

武
松
緑
之
助
を
破
り
、
文
政
十
三
年
に
も
横

綱
稲い

な
づ
ま
ら
い
ご
ろ
う

妻
雷
五
郎
を
破
り
、
柏
戸
は
大
物
食
い
と

の
評
判
を
と
り
ま
し
た
。

　
二
代
目
柏
戸
宗
五
郎
は
、天て

ん
ぽ
う保
六
（
１
８
３
５
）

年
一
月
場
所
を
最
後
に
引
退
し
、
年と

し
よ
り寄
伊
勢

ノ
海
（
六
代
目
）
を
襲
名
し
ま
し
た
。
年
寄
と

し
て
、
部
屋
の
力
士
た
ち
を
指
導
す
る
と
と
も

に
、
大
相
撲
の
運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
天
保

十
一
（
１
８
４
０
）
年
は
勧か

ん
じ
ん
も
と

進
元
（
興
行
責
任

者
）
を
務
め
て
い
ま
す
。
小
山
市
域
で
も
、
六

代
目
伊
勢
ノ
海
は
、
天
保
九
（
１
８
３
８
）
年
、

塩し
お
ざ
わ
む
ら
ぜ
ん
よ
う
じ
や
く
し
に
ょ
ら
い

沢
村
善
養
寺
薬
師
如
来
へ
の
奉
納
相
撲
を
弟

子
た
ち
と
や
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
末
期
に
は
、
小
山
市
域
の
村
々
で
も
盛

ん
に
相
撲
興
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
本
村
で

は
、
享き

ょ
う
わ和
元
（
１
８
０
１
）
年
に
勧か

ん
じ
ん
ず
も
う

進
相
撲

（
木き

ど

せ

ん

戸
銭
を
取
っ
て
興
行
す
る
相
撲
）
や
文
政
六

（
１
８
２
２
）
年
に
花
相
撲
が
開
か
れ
ま
し
た
。

嘉か

え

い永
五
（
１
８
５
２
）
年
、
高た

か
は
し
む
ら

椅
村
の
力
士

錦に
し
き
じ
ま島
八
五
郎
は
、
伊
勢
ノ
海
部
屋
か
ら
相
撲
興

行
免
許
を
受
け
、
高
椅
神
社
境
内
で
、
勧
進
相

撲
を
行
い
ま
し
た
。
万ま

ん
え
ん延
元
（
１
８
６
０
）
年

の
乙
女
八
幡
宮
の
由
来
碑
に
は
、
祭
礼
相
撲
免

許
状
を
伊
勢
ノ
海
か
ら
受
け
、
毎
年
九
月
に
相

撲
が
行
わ
れ
た
と
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
代
目
柏
戸
宗
五
郎
は
、
天
保
十
三

（
１
８
４
２
）
年
、
五
十
歳
で
亡
く
な
り
、
故

郷
鏡
村
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
戒
名
は
、

「
乗じ

ょ
う
き
ょ
う
い
ん
む
そ
う
そ
く
じ
ゃ
く
こ
じ

橋
院
無
相
即
寂
居
士
」
で
す
。
二
代
目
柏
戸

宗
五
郎
こ
と
六
代
目
伊
勢
ノ
海
は
、
小
山
市
域

に
江
戸
の
文
化
を
持
っ
て
き
た
故
郷
の
功
労
者

で
す
。

小
山
歴
史
研
究
会

　山
中

　正
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○184

寒
川
出
身
の
力
士
二
代
目
柏か

し
わ
ど
そ
う
ご
ろ
う

戸
宗
五
郎

　今
年
の
大
相
撲
五
月
場
所
に
、
小
山
市
出
身
力
士

「
貴た

か
げ
ん
じ

源
治
」（
貴
乃
花
部
屋
）
が
十
両
に
昇
進
し
、
小
山
市
か

ら
久
し
ぶ
り
に
関
取
が
誕
生
し
ま
し
た
。
小
山
市
に
は
、
江

戸
時
代
後
期
に
幕
内
で
活
躍
し
た
、
寒
川
郡
鏡
村
出
身
の
「
二

代
目
柏
戸
宗
五
郎
」
が
い
ま
す
。
二
代
目
柏
戸
宗
五
郎
は
引

退
後
に
、
今
で
も
「
勢

い
き
お
い」
な
ど
が
幕
内
で
活
躍
し
て
い
る
伊

勢
ノ
海
部
屋
の
親
方
に
な
っ
て
、
多
く
の
力
士
た
ち
を
育
て

ま
し
た
。

二代目柏戸宗五郎の墓

菩提寺の観音寺



対
象
　
市
内
小
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
３
年
生
以
上

参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物
　
上
履
き
、
ラ
ケ
ッ
ト
、

タ
オ
ル
※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
あ
り

申
込
み
　
10
／
５
㈭
～
11
／
２
㈭

に
市
体
育
協
会
☎
�
５
８
５
６

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め

ま
ち
）
の
一
部
業
務
受
付
時
間
延
長

　
10
／
１
㈰
よ
り
一
部
業
務
の
受

付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

①
施
設
の
使
用
許
可
関
係
（
８
時

半
～
20
時
）
②
図
書
の
取
り
扱
い

関
係
（
９
時
～
19
時
）

※
全
館
清
掃
日
等
は
ど
ち
ら
も
18

時
ま
で
。
小
山
城
南
出
張
所
の
業

務
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

問
市
民
生
活
課
☎
�
９
２
７
９
・

同
館
☎
�
９
９
３
５

10
月
か
ら
お
ー
バ
ス
が
便
利
に
！

○
大
谷
中
央
線
、
土
塔
平
成
通
り

線
は
日
中
４
往
復
増
便
。
○
土
塔

平
成
通
り
線
は
、
小
山
工
業
団

地
・
関
東
能
開
大
正
門
へ
延
伸
。

○
間
々
田
東
西
線
は
路
線
の
再

編
、ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
。
午
前
、

午
後
各
１
往
復
が
し
ら
さ
ぎ
館
経

由
に
。
間
々
田
駅
西
口
か
ら
光
南

病
院
方
面
へ
平
日
日
中
１
往
復
増

便
。
最
終
便
を
繰
り
下
げ
。
西
黒

田
下
、
美
し
が
丘
１
丁
目
、
美
し

が
丘
整
骨
院
、間
々
田
小
学
校
前
、

し
ら
さ
ぎ
館
の
バ
ス
停
の
増
設
。

○
高
岳
線
、
城
東
中
久
喜
線
、
大

谷
中
央
線
、
土
塔
平
成
通
り
線
の

車
両
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
○
羽

川
線
は
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
。

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
９
３

寒
川
小
学
校
解
散

定
員
　
先
着
50
人

申
込
み
　
10
／
11
㈬
ま
で
に
寒
川

公
民
館
☎
�
１
０
0
２

み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

日
時
　
10
／
28
㈯
、
11
／
25
㈯
、

12
／
16
㈯
、
Ｈ
30
．
１
／
27
㈯
、
２

／
24
㈯
、
３
／
24
㈯
10
時
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

初
心
者
向
け
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
　
①
10
／
11
㈬
９
時
半
か
ら

②
10
／
12
㈭
10
時
か
ら
③
10
／
13
㈮

10
時
か
ら
④
10
／
16
㈪
13
時
半
か
ら

会
場
　
①
し
ら
さ
ぎ
館
②
・
③
市

勤
労
者
セ
ン
タ
ー
④
神
明
町
公
民

館
　
※
参
加
無
料

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
9.5
㎞

日
時
　
11
／
５
㈰
８
時
45
分
か
ら

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
東
口
集
合
↓

桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
↓
大
沼
公
園

↓
小
山
城
北
小
↓
小
山
駅
東
口
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
は
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
　
10
／
22
㈰
８
時
市
役
所
集
合

行
先
　
小
山
市
内
（
35
㎞
・
75
㎞
）

対
象
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
４
年
生
以
上
　
※
小
雨
中
止

参
加
料
　
当
日
500
円（
保
険
代
等
）

持
ち
物
　
昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、

手
袋
ほ
か
（
35
㎞
は
昼
食
不
要
）

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

後
期
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
・
卓
球
教
室

日
程
　
11
／
４
・
11
・
18
・
25
・

12
／
２
の
土
曜
日

会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
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お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

第
18
回
ヤ
ナ
ギ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ

ダ
チ
ソ
ウ
除
去
作
戦

日
時
　
10
／
７
㈯
８
時
半
受
付
開
始

場
所
　
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節

池
内
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴
で
参
加

※
遊
水
地
内
工
事
の
た
め
駐
車
場

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
相
乗
り
で

の
参
加
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推

進
課
☎
�
９
３
５
４

小
山
市
理
科
研
究
展
覧
会

日
時
　
10
／
７
㈯
～
９
㈪
10
時
～
16
時

会
場
　
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

内
容
　
小
山
市
小
・
中
・
絹
義
務

教
育
学
校
児
童
・
生
徒
の
理
科
研

究
作
品
を
展
示

問
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
５
５

天
体
観
望
会｢

ペ
ガ
ス
ス
座
を
み
つ
け

よ
う
～
白
鳥
座
二
重
星
を
み
よ
う
～｣

日
時
　
10
／
14
㈯
18
時
半
～
20
時

会
場
　
生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実
施

時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た
は

博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

ゆ
め
ま
ち
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
び
っ
く
り
箱
」

日
時
　
10
／
17
㈫
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

内
容
　
絵
本
読
み
聞
か
せ
等

対
象
　
未
就
学
児（
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

ゆ
め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

日
時
　
10
／
21
㈯
９
時
～
15
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）・
城
南
公
園

内
容
　
利
用
団
体
の
発
表
、
売
店
等

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

第
７
回
お
ー
バ
ス
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
展
示
会

日
時
　
10
／
28
㈯
10
時
～
16
時
、

29
㈰
９
時
～
15
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
　
評
定
館

※
28
㈯
９
時
半
か
ら
入
賞
者
表
彰
式

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
９
３

第
12
回
小
山
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

日
時
　
11
／
５
㈰
14
時
か
ら

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容
　
青
少
年
の
主
張
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
表
彰
式
等

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
７

祭
り
ゆ
う
き
２
０
１
７

日
時
　
10
／
28
㈯
・
29
㈰
10
時
か
ら

会
場
　
南
部
中
央
公
園
（
け
や
き

公
園
）、結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ク
ロ
ス
周
辺

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
物
産
展
等

問
結
城
市
商
工
観
光
課

☎
０
２
９
６
�
０
４
２
１

２
０
１
７
ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　
11
／
４
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
野
木
町
総
合
運
動
公
園

内
容
　
警
察
犬
実
演
等
※
荒
天
中
止

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
４

お
や
ま
の
ま
ち
de
開
運
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
～
風
薫
る
巴
波
川
コ
ー
ス
～

日
時
　
10
／
14
㈯
９
時
か
ら

コ
ー
ス
　
寒
川
小
学
校
集
合
↓
雷

電
橋
↓
落
合
橋
↓
昇
明
橋
↓
緑
川

橋
↓
巴
波
川
決
壊
口
祈
念
公
園
↓

第
９
回
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

日
時
　
10
／
15
㈰
受
付
７
時
40

分
、
清
掃
開
始
８
時

集
合
　
思
川
左
岸
観
晃
橋
南
四
阿
付
近

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

「
隣
接
校
希
望
選
択
制
」
の
受
付

対
象
　
来
年
度
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

期
間
　
10
／
16
㈪
～
27
㈮
（
土
日

を
除
く
）
※
期
間
厳
守

持
ち
物
　
印
鑑

申
込
み
　
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
３
２

自
死
遺
族
の
会

日
時
　
10
／
17
㈫
14
時
か
ら

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

「
水
と
緑
の
推
進
課
」
事
務
所
移
転

移
転
場
所
　
市
役
所
別
館
２
階

移
転
日
　
　
10
／
23
㈪

問
水
と
緑
の
推
進
課
�
３
５
２
６

※
右
記
電
話
番
号
は
、
10
／
20
㈮

ま
で
使
用
で
き
ま
す
が
、
移
転
作

業
の
た
め
、
10
／
21
㈯
・
22
㈰
は

通
じ
ま
せ
ん
。
移
転
後
の
電
話
番

号
は
☎
�
９
８
８
１
に
な
り
ま
す

保
留
地
販
売
（
小
山
東
部
第
一

土
地
区
画
整
理
組
合
）

販
売
箇
所
　
区
画
整
理
地
内
保
留
地

販
売
説
明
会
　
10
／
28
㈯
・
29
㈰

９
時
～
15
時

販
売
会
　
12
／
３
㈰

受
付
開
始
９
時
20
分
、
10
時
開
始

会
場
　（
旧
）
東
部
一
組
合
事
務
所

問
区
画
整
理
課
☎
�
９
３
８
６

年
末
調
整
等
説
明
会（
平
成
29
年
分
）

日
時
　
11
／
22
㈬
①
10
時
～
正
午

②
14
時
～
16
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象
　
小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町

を
納
税
地
と
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者

※
11
月
上
旬
送
付
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
持
参

問
栃
木
税
務
署
☎
０
２
８
２
�
０
８
８
５

ス
ポ
ー
ツ

◆本紙9月号 P12の「犯罪被害者支援市町民のつどい 2017」内に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。
　【時間】（誤）13時半～ 15時　（正）14時～ 15時半



短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
卒
業
予
定

お
よ
び
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
�
７
１
２
７

第
20
回
渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水
道

（
思
川
処
理
区
）下
水
道
施
設
公
開
デ
ー

日
時
　
10
／
14
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
思
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
野

木
町
大
字
野
木
２
２
５
２
‐
2
）

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
０
�
０
５
５
５

10
月
は
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税

の
脱
税
を
目
的
に
、
軽
油
代
替
燃

料
と
し
て
灯
油
や
重
油
を
混
和
す

る
等
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
不

正
軽
油
に
関
わ
っ
た
者
は
す
べ
て

罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は

「
不
正
軽
油
110
番
☎
０
２
８
２
�

３
８
６
２
」（
栃
木
県
税
事
務
所
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

無
料
調
停
相
談
会

日
時
　
10
／
17
㈫
10
時
～
15
時

会
場
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

内
容
　
金
銭
・
土
地
建
物
・
交
通

事
故
、
そ
の
他
民
事
に
関
す
る
事

項
※
秘
密
厳
守

問
小
山
調
停
協
会
☎
�
０
５
３
６

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
返
済
困
難
、
家
族
の
借
金
な
ど

専
門
の
相
談
員
が
丁
寧
に
お
話
を

伺
い
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

相
談
受
付
　
平
日
８
時
半
～
17
時

問
宇
都
宮
財
務
事
務
所

☎
０
２
８
・
６
３
３
・
６
２
９
４

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
職

員
採
用
試
験

採
用
予
定
　
一
般
事
務
・
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
63
年
４
／
２
か

ら
平
成
８
年
４
／
１
生
ま
れ

20
人
▽
材
料
代
３
千
円
③
幸
運
の
お

守
り
ヒ
ン
メ
リ
を
作
ろ
う
！
▽
11
／

29
㈬
、
12
／
６
㈬
13
時
～
15
時
▽
先

着
20
人
▽
材
料
代
３
千
円

申
込
み
　
①
・
②
10
／
20
㈮
ま
で
、

③
11
／
15
㈬
ま
で
に
生
井
公
民
館

☎
�
４
０
０
４

豊
田
公
民
館
後
期
講
座

◆
一
か
ら
始
め
る
そ
ば
打
ち
講
座
▽

12
／
１
・
15
・
22
の
金
曜
日
９
時
～

13
時
▽
豊
田
公
民
館
料
理
実
習
室
▽

10
人
▽
３
千
500
円
（
全
３
回
分
）
◆

セ
ル
フ
ケ
ア
体
操
講
座
▽
11
／
2
・

9
・
16
の
木
曜
日
10
時
半
～
11
時
半

▽
豊
田
公
民
館
研
修
室
▽
15
人
▽
500

円
（
全
３
回
分
）
◆
美
術
回
廊
（
美

術
館
巡
り
＆
ア
ー
ト
作
品
制
作
）
講

座
▽
①
11
／
10
・
17
・
24
の
金
曜
日

９
時
～
16
時
（
美
術
館
鑑
賞
会
）
▽

入
館
料
・
昼
食
代
実
費
▽
②
11
／

14
・
21
・
28
の
火
曜
日
9
時
半
～
11

時
半
（
ア
ー
ト
作
品
制
作
）
▽
材
料

費
千
500
円
（
申
込
時
は
材
料
費
の
み
）

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

申
込
み
　
10
／
17
㈫
か
ら
豊
田
公

民
館
☎
�
１
０
０
２

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室

日
時
　
11
／
８
㈬
、
12
／
14
㈭
、

Ｈ
30
．
1
／
11
㈭
14
時
～
16
時

会
場
　
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

※
詳
細
は
左
記
セ
ン
タ
ー
HP
参
照

申
込
み
　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
健
康
支
援
課
☎
�
６
１
９
２

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
11
／
11
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
消
防
本
部

定
員
　
先
着
30
人
　
※
無
料

そ
の
他
　
活
動
し
や
す
い
服
装
で

申
込
み
　
10
／
15
㈰
～
31
㈫
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署
・
分
遣
所

試
験
日
程
　
第
一
次
試
験
（
教
養

試
験
）
11
／
19
㈰
、
第
二
次
試
験

（
作
文
・
口
述
試
験
）
12
月
中
旬

会
場
　
栃
木
県
自
治
会
館

申
込
み
　
10
／
16
㈪
～
30
㈪
必
着
で

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
総
務

課
へ
郵
送
（
〒
320-

0032
宇
都
宮
市
昭
和

１-

２-

16
栃
木
県
自
治
会
館
2
階
）

問
同
組
合
☎
０
２
８
・
６
２
５
・
３
０
１
１

栃
木
県
労
働
委
員
会
労
働
相
談
会

■
宇
都
宮
会
場
▽
10
／
19
㈭
・
20

㈮
13
時
～
19
時
・
21
㈯
11
時
～
17

時
▽
福
田
屋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
宇
都
宮
店
３
階

■
大
田
原
会
場
▽
10
／
27
㈮
13
時

～
19
時
▽
ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階

内
容
　
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

※
無
料
、
予
約
者
優
先

申
込
み
　
同
委
員
会
☎
０
２
８
・

６
２
３
・
３
３
３
７

第
59
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

日
時
　
10
／
22
㈰
12
時
半
か
ら

会
場
　
宇
都
宮
市
文
化
会
館

問
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
２
４

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
交
流

学
習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

日
時
　
11
／
３
㈮
９
時
半
～
14
時
25
分

会
場
　
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

内
容
　
学
習
成
果
、
交
流
活
動
の
発
表
等

問
同
校
☎
�
５
１
２
１

生
井
公
民
館
後
期
講
座

①
英
会
話
入
門
講
座
▽
10
／
31
、
11

／
14
・
28
、
12
／
12
の
火
曜
日
10
時

～
11
時
半
（
全
４
回
）
▽
先
着
15
人

▽
無
料
▽
英
会
話
初
心
者
対
象
②
適

塩
料
理
講
座
▽
11
／
10
、
12
／
15
、

Ｈ
30
．
１
／
12
、
２
／
２
の
金
曜
日

９
時
半
～
13
時
（
全
４
回
）
▽
先
着
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募

集

都
市
計
画
に
係
る
案
の
縦
覧

■
地
区
計
画
の
決
定

【
小
山
東
部
第
二
工
業
団
地
】

【
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
小
山
南
部
】

■
都
市
計
画
公
園
の
変
更

【
小
山
運
動
公
園
の
区
域
拡
張
】

縦
覧
期
間

10
／
26
㈭
～

11
／
９
㈭

場
所

都
市
計
画
課

意
見
書

関
係
市
町
村
の

住
民
等
は
、
11

／
９
㈭
ま
で
に
意
見
申
出
可

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
０
３

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
外
し
、
び
ん
・
缶
と

は
別
の
コ
ン
テ
ナ
に
袋
か
ら
出

し
、
で
き
る
だ
け
つ
ぶ
し
て
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
※
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ

ベ
ル
は
「
プ
ラ
容
器
」
の
日
へ

○
生
ご
み
は
、
使
い
キ
リ
・
食

べ
キ
リ
・
水
キ
リ
の
「
３
キ
リ
」

に
よ
っ
て
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
環
境
課
☎ 

�
９
２
８
６

家
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い
　

　
平
成
30
年
１
月
か
ら
総
務
省
が

指
定
す
る
市
内
各
地
域
に
て
、
家

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の

準
備
の
た
め
、
10
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
個
人
情
報
は

保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
統
計
課
生
活
統
計
担
当

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
５

成
人
式
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

日
時
　
Ｈ
．
30
年
１
／
７
㈰
10
時
か
ら

会
場
　
市
内
全
中
学
校
お
よ
び
義

務
教
育
学
校

対
象
　
Ｈ
９
．
４
／
２
～
Ｈ
10
．

４
／
１
生
ま
れ
の
方
。
10
／
１
㈰

現
在
、
住
民
登
録
の
あ
る
方
へ
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。
転
入
・
転

出
さ
れ
た
方
も
出
席
で
き
ま
す
の

で
、
小
山
市
に
住
民
登
録
の
な
い

方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
５

年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
に
は

　
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
を
受
け

取
れ
る
の
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
方
で

す
。
40
年
に
満
た
な
い
方
が
満
額

に
近
づ
け
る
に
は
、
60
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
、
海
外

在
住
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、

任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
国
保
年
金
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎ 

�
９
４
１
６

南
と
ち
ぎ
大
卒
等
就
職
面
接
会

日
時
　
10
／
４
㈬
13
時
～
16
時

会
場
　
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象
　
Ｈ
30
．
３
月
大
学
院
・
大
学
・
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ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時
　
①
10
／
14
㈯
13
時
半
～
16

時
②
10
／
28
㈯
13
時
半
～
16
時

内
容
・
参
加
料
　
①
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
調
の
絵
具
で
つ
く
る
デ
ィ
ン

プ
ル
デ
ザ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ス
②
輪
織

り
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作
り
・
各
700
円

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

申
込
み
　
10
／
３
㈫
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７

白
鷗
大
学
公
開
講
座
（
後
期
）

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ

ス
・
東
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
料
　
各
講
座
２
千
円（
予
定
）

※
詳
し
く
は
、
大
学
HP
参
照

申
込
み
　
同
大
学
地
域
連
携
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
７
９
０

家
庭
用
苗
木
（
ロ
ウ
バ
イ
）
無
料
配
布

日
時
　
11
／
12
㈰
９
時
半
～
11
時

場
所
　
小
山
総
合
公
園
第
３
駐
車

場
農
業
祭
会
場
内

対
象
　
市
内
在
住
者
先
着
200
人

申
込
み
　
10
／
２
㈪
～
11
／
１
㈬

に
水
と
緑
の
推
進
課
ま
で
郵
送
ま

た
は
電
話
　
※
10
／
20
㈮
ま
で
は

小
山
市
向
野
187
、☎
�
３
５
２
６
。

10
／
23
㈪
以
降
は
小
山
市
中
央
町

１-

１-

１
、
☎
�
９
８
８
１

指
定
管
理
者
（
小
山
市
営
住
宅
）

期
間
　
Ｈ
30
．
４
／
１
㈰
～
Ｈ

35
．
３
／
31
㈮
（
５
年
間
）

申
込
み
　
10
／
２
㈪
～
11
／
15
㈬

に
、
建
築
課
☎
�
９
２
１
２

※
募
集
要
項
は
市
HP
参
照

市
税
等
徴
収
嘱
託
員（
非
常
勤
職
員
）

募
集
人
数
　
１
人

内
容
お
よ
び
資
格
　
市
税
等
の
徴

収
業
務
、
徴
収
業
務
に
適
す
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の

勤
務
時
間
　
１
日
７
時
間
45
分

（
週
４
日
）

待
遇
　
基
本
給
月
額
８
万
円
＋
歩
合
給

申
込
み
　
10
／
２
㈪
～
23
㈪
に

履
歴
書
持
参
の
う
え
納
税
課
へ

(

土
・
日
・
祝
日
除
く)

※
書
類
選
考
・
面
接
で
採
用
を
決
定

問
納
税
課
☎
�
９
４
４
２

大
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
せ
ん
か

日
時
　
10
／
22
㈰
・
28
㈯
10
時
～
16
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

料
金
　
30
分
千
500
円
（
１
人
最
大

1
時
間
ま
で
利
用
可
）

申
込
み
　
同
セ
ン
タ
ー
�
９
５
５
２

米
粉
の
料
理
教
室
を
開
き
ま
せ
ん
か

助
成
内
容
　
①
米
粉
マ
イ
ス
タ
ー

の
派
遣
②
米
粉
の
補
助
③
公
民
館

等
使
用
料
の
免
除

対
象
　
米
粉
の
普
及
を
目
的
と
し

た
料
理
教
室
を
開
催
す
る
、
小
山

市
に
住
所
を
有
し
、
以
下
の
要
件

を
満
た
す
団
体
①
市
内
で
開
催

し
、
営
利
目
的
で
な
い
②
参
加
人

数
が
約
15
人
以
上
③
開
催
団
体
が

会
場
の
確
保
、
参
加
者
の
募
集
、

食
材
（
米
粉
を
除
く
）・
料
理
器

具
等
の
準
備
を
行
う

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

認
知
症
予
防
教
室

内
容
　
①
旅
行
、②
料
理
、③
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、④
パ
ソ
コ
ン

日
程
　
①
10
／
17
～
毎
週
火
曜
日（
全

９
回
）②
10
／
20
～
毎
週
金
曜
日（
全
９

回
）③
10
／
18
～
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）

④
10
／
20
～
毎
週
金
曜
日（
全
10
回
）

時
間
　
①
・
②
・
③
は
10
時
～
11
時

半
、④
は
14
時
～
15
時
半

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
65
歳
以
上
の
市
民
、市
内

勤
務
の
高
齢
者

※
④
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方

申
込
み
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
�
９
８
５
３
・
９
６
４
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
活
動
の
起
業
講
座

日
時
　
10
／
31
㈫
18
時
半
～
20
時
半

定
員
　
30
人
　
※
参
加
無
料

会
場
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
～
る
」

申
込
み
　
小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

第
３
回
危
険
物
事
故
防
止
防
災
講
演
会

日
時
　
10
／
18
㈬
14
時
～
15
時
半

会
場
　
消
防
本
部

内
容
　「
静
電
気
放
電
に
起
因
す

る
可
燃
性
物
質
の
爆
発
・
火
災
と

そ
の
防
止
対
策
」

講
師
　（
独
）
労
働
安
全
衛
生
総

合
研
究
所
　
崔
光
石
氏

※
参
加
無
料
。
要
申
込
み

申
込
み
　
消
防
本
部
予
防
課
☎
�

６
６
５
８(

平
日
8
時
～
17
時)

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

①
初
級
　
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

～
症
状
や
接
し
方
に
つ
い
て
～

日
時
　
11
／
15
㈬
13
時
半
～
15
時

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

※
参
加
無
料

②
上
級
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
を
地
域
で
支
え
る

日
時
　
12
／
１
㈮
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
初
級
版
を
修
了
し
た
市
内

在
住
・
在
勤
者
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
①
11
／
10
㈮
、
②
11
／

27
㈪
ま
で
に
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
☎
�
９
８
５
３
・
９
６
４
８

小
山
商
工
会
議
所
主
催
創
業
塾
受
講
者
募
集

日
時
　
10
／
17
・
24
・
31
、11
／
７
・

21
の
火
曜
日
18
時
半
～
21
時
半

講
師
　
中
小
企
業
診
断
士

場
所
　
小
山
商
工
会
議
所

定
員
　
20
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
小
山
商
工
会
議
所
経
営

相
談
課
☎
�
０
２
５
３

公
開
講
座
～
渡
良
瀬
遊
水
地
の
魅

力
を
学
ぶ
～

日
時
　
12
／
５
㈫
10
時
半
～
15
時

場
所
　
生
井
公
民
館
、
渡
良
瀬
遊
水
地

定
員
　
先
着
20
人
　
※
参
加
無
料

内
容
　
講
義
、
現
地
見
学

申
込
み
　
11
／
１
㈬
～
16
㈭
に
生

涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

幼
児
教
育
振
興
審
議
会
委
員

対
象
　
市
内
在
住
で
幼
児
教
育
の

振
興
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
20
歳

～
64
歳
の
方
、
５
年
以
上
の
本
市

在
住
者
、
市
内
の
各
種
審
議
会
、

委
員
会
等
委
員
で
な
い
方

内
容
　
任
期
２
年
・
２
人
程
度

申
込
み
　
10
／
13
㈮
ま
で
に
、
履

歴
書
お
よ
び
応
募
動
機(

400
字
程

度)

を
記
入
し
た
用
紙
を
こ
ど

も
課
へ
郵
送
（
〒
323-

8686
住
所
不

要
）、
ＦＡＸ
�
９
６
７
０
、
メ
ー
ル

d-kodom
o@
city.oyam

a.
tochigi.jp

ま
た
は
直
接

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
４
９

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
受
講

生
募
集
（
要
約
筆
記
入
門
講
座
）

期
間
　
11
／
７
か
ら
毎
週
火
曜

（
全
５
回
）
18
時
45
分
～
20
時
45
分

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
お
や
ま
Ｏ
Ｈ
Ｐ

対
象
者
　
講
座
終
了
後
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参

加
し
て
み
た
い
方
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
10
／
31
㈫
ま
で
に
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
�
９
５
０
１

小
山
市
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

日
時
　
12
／
９
㈯
９
時
半
～
15
時

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
①
お

や
ま
地
区
手
話
講
習
会
（
新
）「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」、
ま
た
は

（
旧
）「
基
礎
」「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」

の
い
ず
れ
か
の
修
了
者
②
手
話
通

訳
者
養
成
講
習
会（
新
）「
通
訳
Ⅰ
」

も
し
く
は
「
通
訳
Ⅱ
」、
ま
た
は

（
旧
）「
基
本
」「
応
用
」「
実
践
」

の
い
ず
れ
か
の
修
了
者
③
栃
木
県

登
録
通
訳
者
か
同
等
の
経
験
者

申
込
み
　
11
／
16
㈭
必
着
で
小
山
市

聴
覚
障
害
者
協
会
内
事
務
局
に
郵
送

（
〒
323-

0012
羽
川
86-

15
古
橋
浩
司

宛
）、
ＦＡＸ
�
９
７
５
５
ま
た
は
直
接

問
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４
ま
た
は

同
事
務
局
・
古
橋
ＦＡＸ
�
９
７
５
５

お
も
て
な
し
い
ち
ご
隊
参
加
者

対
象
　
栃
木
県
を
訪
れ
る
お
客
様
へ

の
お
も
て
な
し
に
自
ら
取
り
組
む
県
内

企
業
や
団
体
、
任
意
の
グ
ル
ー
プ
、
ま

た
は
県
内
在
住
・
通
勤
通
学
者
個
人

申
込
み
　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
（
お
も
て
な
し

い
ち
ご
隊
運
営
事
務
局
〒
320-

0033
宇
都

宮
市
本
町
３-

９
）、

k
a
n
k
o
u
@

to
c
h
ig
iji.o

r.jp

ま
た
は

ＦＡＸ

０
２
８
・
６
２
３
・
３
９
４
２

問
県
観
光
交
流
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
１
０

女
子
学
生
模
擬
議
会
傍
聴
案
内

日
時
　
10
／
22
㈰
９
時
半
～
正
午

会
場
　
市
議
会
本
会
議
場
ほ
か

定
員
　
10
人
程
度

申
込
み
　
10
／
16
㈪
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
職
業
訓
練
生

■
機
械
加
工
科
▽
５
人
■
板
金
溶

接
科
▽
５
人
▽
訓
練
期
間
：
６
カ

月
（
Ｈ
30
．
１
／
５
～
６
／
22
）

募
集
期
間
　
11
／
１
㈬
～
12
／
８

㈮
（
選
考
日
12
／
19
㈫
）

問
同
校
☎
０
２
８
４
�
０
８
０
３
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

「
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
電
話
相
談
」

▽
☎
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８
▽
月
曜

日
～
金
曜
日
９
時
～
17
時
▽
（
公
財
）
人

権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
実
施

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
▽

10
／
１
㈰
▽
相
談
10
時
か
ら
▽
講
演

「
相
続
」
10
時
半
か
ら
▽
宇
都
宮
地
方

法
務
局
本
局
庁
舎
▽
同
局
総
務
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
６
３
３
３

「
法
の
日
」
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

▽
10
／
15
㈰
10
時
～
15
時
▽
道
の
駅
思

川
小
山
評
定
館
▽
司
法
書
士
の
業
務
に

関
す
る
相
談
▽
栃
木
県
司
法
書
士
会
☎

０
２
８
・
６
１
４
・
１
１
２
２

子
育
て
支
援
事
業
「
離
乳
食
の
作
り
方
・

進
め
方
」
▽
10
／
24
㈫
９
時
40
分
～
11
時

半
▽
市
内
在
住
の
親
子
10
組
▽
10
／
20
㈮

ま
で
に
こ
ぐ
ま
園
☎
�
１
１
８
９

「
小
山
合
唱
団
」
団
員
募
集
▽
毎
週
木
曜

10
時
～
正
午
▽
中
央
公
民
館
等
▽
森
谷
和

子
指
導
▽
随
時
見
学
可
▽
月
会
費
３
千
円

▽
坂
部
☎
０
９
０
・
６
１
９
４
・
３
２
２
６

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
▽
10
／
３
・
10
・
17
・

31
、
11
／
７
・
14
・
21
、
12
／
５
・
12
・

19
・
26
の
火
曜
日
13
時
半
～
15
時
半
▽
中

央
公
民
館
▽
各
回
300
円
▽
見
学
可
、
申
込

み
は
見
学
時
▽
亀
村
☎
�
８
２
２
４

す
ま
い
る
・
に
っ
こ
り
ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
合
同「
ち
び
っ
こ
運
動
会
」

▽
11
／
１
㈬
10
時
半
～
11
時
半
▽
桑
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
市
内
在
住
の
未
就
園
児

親
子
40
組
▽
10
／
25
㈬
ま
で
に
さ
く
ら
保

育
園
☎
�
７
０
６
８

社
交
ダ
ン
ス
「
カ
ト
レ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
」
会
員
募
集
▽
毎
週
木
曜
日
19
時
40

分
～
21
時
10
分
▽
若
木
小
学
校
▽
見
学

可
▽
会
費
等
は
要
問
合
せ
▽
生
田
目
☎

０
９
０
・
４
６
１
６
・
２
３
８
２

子
育
て
支
援
事
業
「
れ
ん
太
先
生
ミ
ニ
ダ

ン
ス
教
室
」
▽
11
／
１
㈬
10
時
45
分
～
11

時
45
分
▽
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽

未
就
園
児
親
子
15
組
程
度
▽
マ
ロ
ン
の
い

え
☎
�
８
２
５
４

無
料
絵
画
講
習
会
受
講
者
募
集
▽
10
／
28

㈯
、
11
／
４
㈯
10
時
～
15
時
▽
小
山
城
南

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
30
人
▽
講
師
：
五

月
女
政
巳
▽
初
心
者
歓
迎
・
基
礎
講
座
▽

西
村
☎
０
９
０
・
３
０
６
９
・
５
５
３
８

第
10
回
桑
絹
商
工
会
ふ
れ
あ
い
祭
り
▽
10

／
９
㈪
９
時
15
分
～
14
時
半
▽
絹
ふ
れ
あ

い
の
郷
と
南
側
ス
テ
ー
ジ
周
辺
▽
桑
絹
商

工
会
☎
�
４
５
２
３

第
27
回
ふ
れ
愛
デ
イ（
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
）

▽
10
／
29
㈰
10
時
～
15
時
▽
洗
心
会
（
出
井

１
９
３
６
）
▽
同
会
本
部
☎
�
２
８
１
７

気
功
体
験
＆
二
胡
演
奏
▽
10
／
30
㈪
10
時

～
11
時
40
分
▽
豊
田
公
民
館
▽
女
性
対
象
・

参
加
無
料
・
要
申
込
み
▽
豊
田
気
功
ク
ラ

ブ
小
林
☎
０
９
０
・
１
６
９
６
・
０
６
０
３

秋
の
ば
ら
展
▽
10
／
21
㈯
10
時
～
16
時
、

22
㈰
10
時
～
15
時
（
22
㈰
11
時
か
ら
公
開

講
座
あ
り
）
▽
道
の
駅
思
川
評
定
館
▽
入

場
無
料
▽
坂
井
☎
�
３
５
７
７

空
手
教
室
▽
毎
週
火
曜
・
金
曜
夜
19
時
半
～

20
時
40
分
▽
小
山
城
南
中
武
道
館
▽
対
象

６
歳
～
70
歳
▽
見
学
・
体
験
随
時
▽
山
本
・

菊
池
☎
０
９
０
・
６
５
１
５
・
２
５
１
９

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
「
春
風
」
参
加
者
募

集
▽
10
／
９
㈪
・
25
㈬
10
時
～
11
時
半
▽

ゆ
め
ま
ち
▽
１
回
千
円
▽
要
予
約
▽
青
木

☎
０
９
０
・
３
８
０
３
・
８
０
９
０

栃
木
い
の
ち
の
電
話
公
開
講
座
▽
10
／
22

㈰
10
時
～
11
時
半
▽
栃
木
県
青
年
会
館
コ

ン
セ
ー
レ
大
ホ
ー
ル
▽
150
人
▽
無
料
・
要

申
込
み
▽
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎

０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
ほ
か
▽
小

学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
▽
各
15
人
▽

22
万
８
千
円
～
42
万
８
千
円
▽
11
／
１
㈬

ま
で
に
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
�
６
４
１
７
・
９
７
２
１

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集
▽
11
／

１
㈬
ま
で
▽
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
資
格
等
要
確
認

▽
J
I
C
A
筑
波
研
修
業
務
・
豊
田
☎

０
２
９
・
８
３
８
・
１
１
１
７

※
詳
し
く
は
、
各
連
絡
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

住
宅
総
合
相
談
会

日
時
　
11
／
12
㈰
10
時
～
15
時

会
場
　
県
南
体
育
館
（
第
32
回
健

康
都
市
お
や
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

内
）
※
相
談
無
料
。
予
約
優
先

予
約
先
　（
一
社
）
栃
木
県
建
築
士

会
☎
０
２
８
・
６
３
９
・
３
１
５
０

問
県
住
宅
課
☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
４
８
３

渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節
池
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
規
定
　
第
２
調
節
池
（
小
山

市
域
）
内
で
撮
影
し
た
未
発
表
の

写
真
。
四
つ
切
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
。
応
募
枚
数
制
限
な
し
。
※
ヨ

シ
焼
き
は
Ｈ
29
．
３
月
実
施
分
の

み
。
立
ち
入
り
禁
止
区
域
内
で
撮

影
し
た
作
品
は
除
外

申
込
み
　
12
／
１
㈮
ま
で
に
作

品
裏
面
に
応
募
票
（
市
HP
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
貼
付
し
渡
良

瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

（
〒
323-

8686
小
山
市
中
央
町
１- 

１

- 

１
）
に
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

そ
の
他
　
必
ず
市
HP
ま
た
は
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
の
う
え
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
�
９
３
５
４

※
関
連
事
業
と
し
て
「
第
18
回
渡

良
瀬
遊
水
地
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
市
HP
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

事
務
局
（
栃
木
市
遊
水
地
課
☎

０
２
８
２
�
０
９
１
９
）
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
後
期
講
座

◆
「
健
康
麻
雀
」
講
座
▽
10
／
５
か
ら

毎
週
木
曜
10
時
～
12
時
▽
８
人
▽
１
回

300
円
◆
生
活
習
慣
病
メ
タ
ボ
を
予
防
し

よ
う
講
座
▽
10
／
25
㈬
14
時
か
ら
▽
30

人
▽
無
料
◆
ス
マ
ホ
を
も
っ
と
活
用

教
室
▽
10
／
28
㈯
・
11
／
４
㈯
14
時

か
ら
▽
20
人
▽
２
千
500
円
◆
パ
ソ
コ

ンE
x
c
e
l

教
室
▽
11
／
２
か
ら
毎
週

木
曜
14
時
か
ら
（
全
４
回
）
▽
12
人
▽

４
千
500
円
◆「
未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
」

ピ
ア
ノ
無
料
開
放
▽
11
／
３
㈮
13
時
半

～
20
時
▽
１
人
10
分
間
◆
知
っ
て
い
ま

す
か
？
国
民
年
金
講
座
▽
11
／
８
㈬
14

時
か
ら
▽
30
人
▽
無
料

申
込
み
　
10
／
４
㈬
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

未
来
を
拓
く
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

塾
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）

日
時
　
10
／
10
㈫
13
時
半
～
15
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

講
師
　
三
浦
由
紀
江
氏
（
日
本
レ

ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
「
駅

弁
マ
イ
ス
タ
ー
」
）

対
象
　
企
業
経
営
者
、
人
事
管
理

担
当
者
、
従
業
員
、
市
民
等
200
人

申
込
み
　
男
女
共
同
参
画
課
☎
�

８
０
７
８

お
し
ご
と
体
験
バ
ス

「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
へ
Ｇ
Ｏ
！
」

日
時
　
12
／
２
㈯
６
時
出
発
、
17

時
帰
着
予
定

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
親
子
40

人
程
度
　
※
保
護
者
は
２
人
ま
で

参
加
可
。
Ｈ
28
同
事
業
の
参
加
者

は
対
象
外
。
超
過
時
抽
選

参
加
費
　
小
学
生
５
千
106
円
、
16

歳
～
59
歳
の
保
護
者
２
千
136
円
（
入

場
料
・
保
険
代
含
）
※
市
バ
ス
利
用

申
込
み
　
10
／
24
㈫
～
26
㈭
に
男

女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

初
級
英
語
講
座

日
時
　
11
／
10
・
17
・
24
、
12
／

１
・
８
の
金
曜
日
10
時
～
11
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館

定
員
　
先
着
20
人

参
加
料
　
会
員
500
円
・
非
会
員

３
千
500
円

問
国
際
交
流
協
会
☎
�
１
０
４
２

コース名 日程・受講料・定員
振れ隅工法の実践技術 11/4.12/2･9:00～17:30･8,200円･10人
Ｎ C 旋盤実践技術（プログラム
～加工編） 11/4.11.18.25･9:30～16:10･14,400円·10人

仮想現実感開発環境の活用手法 11/10.11･9:30～16:10･7,900円･10人
有接点シーケンス制御の実践技術 11/11.18･9:00～17:30･11,000円･10人
表面粗さと形状偏差の精密測定技術 11/11.18･9:30～16:10･6,500円･10人
機械保全実践技術（事例・解決編）学科 11/11.18.25･9:30～16:10･12,000円･10人
マンションリフォーム実践技術

（タイル工事） 11/12.26･9:30～16:30･8,400円･10人

旋削工具研削技術 11/28.12/5.12･9:30～16:10･12,700円･10人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

10月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。デジ
タ ル101chを 選 局
ください。
問秘書広報課
22–9353

時期 市役所からこんにちは

上旬
■開運小山うどんまつり　■小山市あい
さつ運動について　等

中旬
■ハンドベルフェスタ inOYAMA
■読書週間イベント特集　等

下旬
■おやまバルーンフェスタ■小山地区定
住自立圏うまいもの評定　等

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ・デジタル101ch
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自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」
日　時　10月12日㈭14:00～16:00
会　場　自治医科大学附属病院本館
　　　　地下1階スタッフラウンジ
内　容　・ミニレクチャー「食生活
　　　　　とがん」
　　　　・自由な語り合い
　　　　・リラクゼーション体験
問自治医科大学附属病院がん相談支
援室☎0285�58�7107

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）
日　時　10月19日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

食生活改善推進員による
「健康料理教室」参加者募集
日時・内容
①10月19日㈭10:00～
　朝食にも役立つ健康料理実習
②10月20日㈮10:00～
　乳製品を使った健康料理実習
③11月8日㈬10:00～
　朝食にも役立つ健康料理実習
会　場　①保健・福祉センター
　　　　②道の駅思川評定館
　　　　③大谷公民館
定　員　市内在住成人・各先着20人
持ち物　エプロン・三角巾
参加費　各1人600円程度
申込み　①②　10月11日㈬
　　　　③　　10月31日㈫
　　　　☎22�9607

11月12日㈰は健康マイレージの
ポイントを集めましょう！
　同日に開催される「農業祭」「健
康都市おやまフェスティバル」「エ
コリサイクルフェア」（各事業の詳
細は本紙Ｐ7に掲載、農業祭のみ11
日㈯も実施）は「開運おやま健康マ
イレージ」の対象事業です。1日で
3点集められます。
問☎22�9532

とちぎ子ども救急電話相談
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�600�0099）
とちぎ救急医療電話相談(15歳以上）

【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028�623�3344）

赤ちゃんハイハイレース～参加者募集～
日　時　①11月12日㈰10:00～
　　　　（受付9:40～）
会　場　県南体育館メインアリーナ
対　象　歩行前のハイハイができる
　　　　赤ちゃん先着40人
参加料　無料
申込み　10 月 16 日㈪から
　　　　☎22�9524

おやま地域医療健康大学公開講座
日　時　10月 7日㈯ 13:30～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　正しい薬の飲み方、お薬手
　　　　帳について・認知症ケアに
　　　　ついて
講　師　米澤明先生 (小山薬剤師会 )
　　　　村田良実先生(小山薬剤師会)
　　　　川上忠孝先生 (小山地区医
　　　　師会／新小山市民病院 )
定　員　150人（要申込）
申込み　健康増進課地域医療推進室
　　　　☎27�0500

離乳食教室（要申込）
日　程　11月 15日㈬
時　間　9:30～11:30（受付9:15～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中期(7～8か月)の
　　　　児とその保護者先着20組
内　容　講話、調理デモンストレー
　　　　ション見学、試食　
参加料　100円(材料代)
申込み　10月13日㈮から☎22�9527

開運おやま健康マイレージの
ポイントを集めよう!! 問☎22–9532

健康都市おやまフェスティバル無料
フッ素塗布（要予約）
日　時　11月12日㈰9:30、10:00、
　　　　10:30、11:00の計4回
会　場　県南体育館剣道場
対　象　満３歳～小学校２年生児
定　員　先着300人※歯磨き後、来場
申込み　10月10日㈫から☎22�9527

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　11月17日㈮
計測のみの方　9:00～11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　10月17日㈫から☎22�9527
乳児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成29年7月･8月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月8日㈮・13日㈬
H30.1月15日㈪・23日㈫ 保健・福祉センター

H30.1月12日㈮ 健康医療介護総合
支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
9か月児健康相談（受診日・会場は通知参照）
＊平成29年2月･3月生まれの乳児対象

期　日 会　場
12月8日㈮・13日㈬
H30.1月23日㈫ 保健・福祉センター

H30.1月12日㈮ 健康医療介護総合支
援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
1歳6か月児健診（受診日･会場は通知参照）
＊平成28年5月･6月生まれの幼児対象

期　日 会　場
12月6日㈬・11日㈪
H30.1月18日㈭・30日㈫ 保健・福祉センター

12月20日㈬
H30.1月26日㈮

健康医療介護総合
支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22�9527
2歳児歯科健診（全地区）（受診日等は通知参照）
＊平成27年12月・平成28年1月生ま
れの幼児対象
期　日　12月6日㈬・21日㈭
　　　　H30.1月18日㈭・24日㈬
受　付　①9:15～9:45
　　　　②10:15～10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

３歳児健診（全地区）（受診日は通知参照）
＊平成26年9月･10月生まれの幼児対象
期　日　12月5日㈫･15日㈮･21日㈭
　　　　H30.1月16日㈫･24日㈬･29日㈪
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22�9527

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護認定を受け
ていない方、医師からの運動制限がな
く市が定める禁止基準に該当しない方
※利用は年度1人2回まで
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション　定員1日6人
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22�9616・9647

ピンクリボンキャンペーン（女性のみ）
　10月はピンクリボンキャンペー
ン月間です。今年度まだ女性がん検
診を申込まれていない方は、この機
会にお申込みください。
問☎22�9522

みどりの森クリニックの診療時間等の変更のお知らせ
10 月より診療時間等が変更となります。

（診療時間）9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00
（往診）不可（休診日）土 ･ 日 ･ 祝日
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11月の集団検診（要申込）
＊9・10・11月生まれの方対象 検診日・受付時間

検診項目 女
性
限
定

会　場基本健診（特定・
後期・ヤング）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

7 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
8 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
9 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

14 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
19 ㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
20 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
21 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
22 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

24 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

27 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
28 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
29 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 生井公民館
30 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 中公民館

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康
保険証、④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は年齢確認
のできるものを持参し各会場へ直接お越し
ください。（事前申込み不要）

問☎22�9522・9523

問健康増進課☎27–0500
小山の救急医療を守ろう！
①日中より空いているなどの理由から、夜間や休日など時間に関係なく救急外来を受診する方が増加しています。患者
さんが救急外来に集中すると、緊急に治療が必要な患者さんへ適切な医療を提供することが難しくなってしまいます。
②緊急性のない救急車の利用が増えることにより、本当に救急車が必要な人へ速やかに救急車を出動させることができ
なくなっています。

小山の救急医療の現状

1. かかりつけ医をもとう！
日常的な病気の治療に加えて、健康管理や、健康相談ができ、い

ざという時頼りになるのが「かかりつけ医」です。体の不調を感じ
たときは早めに相談し、日頃からご自身の健康管理に努めましょう。
2. 出来るだけ診療時間内に受診しよう！

救急医療は緊急事態に備えるためのもので、少人数の診療体制
となっており、専門的な診療が受けられないことが多くあります。
緊急時以外に救急医療を利用することは避けましょう。

3.「夜間休日急患診療所」・「在宅当番医」を活用しよう！
比較的症状が軽い場合は、まず「夜間休日急患診療所」・「在宅当

番医」をご利用ください。（診療日時等は広報、市公式ホームページ
に掲載しています。）ただし、応急的な処置に限られますので、翌日
には必ず診療時間内に、かかりつけ医を受診しましょう。
４．救急車を正しく利用しよう！

緊急性があり本当に必要なときは 119 番通報して救急車を呼ん
でください。症状に応じた利用を心がけましょう。

《市民の皆様へ4つのお願い》

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

11 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

5 6 7 8 9 10 11
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
12 13 14 15 16 17 18
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
19 20 21 22 23 24 25
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
26 27 28 29 30
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

※大切な命を救うため、救急医療の適切な利用にご協力下さい



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 19㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 24㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

14･28㈫
10:00〜12:00

社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 2㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課☎22–9626
ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課

☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 11㈯10:00〜12:00
15㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 8㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 14･28㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 9㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 15･22㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 7㈫ 9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 19㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
人権相談 10㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

8㈬ 9:30〜11:30
11㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

11㈯14:00〜16:00
22㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

15㈬ 9:30〜11:30
18㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

1㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
8㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

7･21㈫
10:00〜15:00

14･28㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
7･21㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

こころの相談予約制 14㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

女性のための心の相談予約制 27㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制 4･18㈯13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談11

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

6･13･20･27㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付10/30㈪から　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（11月分）

■おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図
　書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 1㈬ 15:30
おはなしこんにちは 8㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおは
なし会（小山分館） 10㈮ 11:00

おはなしメロディ 12㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 14 ㈫ 15:30

おはなしウェンディ0・1・2 15 ㈬ 11:00
冬のおたのしみ人形劇 19㈰ 11:00
おこれんのおはなし会 19㈰ 14:00
はなしのこべやおはなし
かい 26㈰ 14:00

日　時 会　場

1 ㈬ 10:00 〜 11:00 もみじ保育所
13:10 〜 14:00 豊田南小学校

2㈭
10:00 〜 10:30 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

7㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

8㈬
9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

9㈭
10:00 〜 10:30 羽川小学校
12:50 〜 13:30 下生井小学校

10㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

14㈫
10:10 〜 10:50 中久喜保育所
13:00 〜 14:00 間々田東小学校

15㈬
10:10 〜 11:00 絹保育所
13:10 〜 14:00 豊田北小学校

16㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:40 〜 13:10 穂積小学校

17㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 11月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　6㈪・13㈪・20㈪・24㈮・27㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈮・6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・24㈮・27㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈮・6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・24㈮・27㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈮・6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・24㈮・27㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください

※天候などにより変更になる場合あり

ご活用ください！オンラインデータベース
　中央図書館パソコンルームの端末は、下記のオンラインデータベースを無料でご
利用いただけます。また、オンラインデータベースの検索結果は、1枚10円でプリ
ントアウトもできます。
①ELNET(イーエルネット)②下野新聞記事検索サービス③ルーラル電子図書館
④官報情報検索サービス⑤法情報総合データベース



名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

第 66 回小山市菊花大会（～ 11 月 12 日㈰） 9:00 ～ 16:00 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22–9273
車屋美術館企画展「田村友一郎 / 服部浩之
試論）栄光と終末、もしくはその週末」

（～ 11 月 26 日㈰）
9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41–0968※月曜休館

博物館企画展「古代の製鉄遺跡～渡良瀬遊
水地周辺の大地に刻まれた歴史を探る～」

（～ 12 月 3 日㈰）
9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45–5331

※月曜、第4金曜休館

1 日 ㈬ 第 64 回市民文化祭（～ 12 月 3 日㈰） 文化センター、中央公民館等 文化振興課☎22–9694
2 日 ㈭

3 日 ㈮ 文化の日
菊鉢の無料配布（数量限定・成人限定） 11:00 ～・14:00 ～ 道の駅思川 小山晃思会事務局☎22–9273

4 日 ㈯
うまいものおやま評定 2017（～ 5 日㈰） 10:00 ～ 15:00 小山御殿広場 商業観光課☎22–9317 ○
第 27 回小山市文化振興大会 13:00 ～ 16:00 文化センター大ホール 文化振興課☎22–9694 ○
2017 わんわんふれあいフェスティバル 9:00 ～ 12:00 野木町総合運動公園 環境課☎22–9284

5 日 ㈰ 第 12 回小山市青少年健全育成大会 14:00 ～ 文化センター大ホール 生涯学習課☎22–9667
みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 小金井駅（東口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695 ○

6 日 ㈪
7 日 ㈫
8 日 ㈬
9 日 ㈭

10 日 ㈮

11 日 ㈯

第 26 回おやまバルーンフェスタ（～ 12 日㈰） 7:00 ～ 石ノ上河川広場・小山総合公園
森のはらっぱ

同実行委員会事務局・新藤
☎090–5524–8600

第4回ツール・ド・おやま2017【申込受付終了】 8:00 ～ 小山総合公園（スタート・ゴール）生涯スポーツ課☎21–2695 ○
第 50 回小山市農業祭（～ 12 日㈰） 9:00 ～ 16:00 小山総合公園第 3 駐車場 農政課☎22–9255 ○
ほっしー★ OYAMA 号太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館 同館☎45–5331
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 18:00 ～ 19:30 生井公民館 博物館☎45–5331

12 日 ㈰
第 32 回健康都市おやまフェスティバル 9:00 ～ 15:00 県南体育館 健康増進課☎22–9532 ○
おやまエコリサイクルフェア 2017 9:00 ～ 15:30 小山広域クリーンセンター 環境課☎22–9286 ○
南飯田神田囃子 10:30 ～ 11:30 南飯田八幡宮 生涯学習課☎22-9669

13 日 ㈪
14 日 ㈫
15 日 ㈬
16 日 ㈭
17 日 ㈮ 第 10 回おもいがわ映画祭・前夜祭 シネマハーヴェスト 同実行委員会☎21–2020

18 日 ㈯
第 5 回小山きものの日 10:00 ～ 16:00 生涯学習センター、おやま本場結城紬クラフト館等 工業振興課☎22–9397
第 10 回おもいがわ映画祭（～ 19 日㈰） シネマハーヴェスト・シネマロブレ 同実行委員会☎21–2020
おやまのまち de 開運ウォーキング 9:00 ～ 大谷公民館集合 大谷公民館☎28–0004 ○

19 日 ㈰ 小山市消防団通常点検 8:30 ～ 11:30 石ノ上河川広場 消防本部総務課☎39–6655
小山市消防フェア 2017 9:00 ～ 12:00 石ノ上河川広場 消防署消防係☎39–6664

20 日 ㈪
21 日 ㈫ アワガラ御輿の習俗 13:00 ～ 安房神社 生涯学習課☎22-9669
22 日 ㈬

23 日 ㈭
勤労感謝の日
篠塚稲荷神社の神楽 13:00 ～ 篠塚稲荷神社 生涯学習課☎22-9669
布施明 AKIRA FUSE LIVE2017-2018 17:00 開演 文化センター大ホール 同センター☎22–9552

24 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22–9617
25 日 ㈯
26 日 ㈰
27 日 ㈪
28 日 ㈫
29 日 ㈬
30 日 ㈭

納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22–9420へ
ご連絡ください。

■11月は国民健康保険税（普通
徴収）・後期高齢者医療保険料
（普通徴収）・介護保険料（普
通徴収）5期の納期月です。納
期限は11月30日㈭です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜
日（祝日除く）19:00までの納
税窓口延長もご利用ください。
■11月の日曜納税相談窓口は
11月26日㈰8:30～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

11月4日㈯･5日㈰･11日㈯･12日㈰
18日㈯･19日㈰･25日㈯･26日㈰

各8:30 ～ 17:15

※祝日は窓口および自動交付機が休止となり
ます
※取扱い業務についてはお問合せください

11月は試行として、平
日のうち火曜日と木曜
日のみ19:00まで延長
します。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22–9402場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休
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11月 カレンダー広報
政光くん・寒川尼ちゃん

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、9月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください
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８月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

８月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　29件(272件)　負傷者　39人(337人)　死者　1人(8人)

火災    3件( 62件)　 救急　707件(5,559件)

【小山警察署調べ】

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22–9353

◦応募方法は、本紙 6 月号または
　小山市公式ホームページをご覧
　ください。

写真館


